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立
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-
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編
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方
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説

は
じ
め
に

論

民
事
司
法
は
私
人
間
の
法
的
な
争
訟
を
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
司
法
権
を
担
う
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
公
役
務
を
適
正
に
遂
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
当
事
者
に
主
張
立
証

の
機
会
を
公
平
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
適
正
な
手
続
で
あ
る
た
め
の
重
要
な
要
件
で
あ
る
。

l 

原
告
が
、
被
告
の
住
所
を
知
り
な
が
ら
、
住
所
が
知
れ
な
い
と
し
て
公
示
送
達
の
申
立
て
を
し
、
裁
判
長
が
公
示
送
達
の
許
可
を
し

て
、
公
示
送
達
に
よ
り
判
決
が
送
達
さ
れ
、
そ
の
後
上
訴
期
聞
が
徒
遇
さ
れ
た
、
と
い
う
場
合
に
は
、
|
|
許
可
が
手
続
法
上
巳
む
を
え
な

い
も
の
で
あ
っ
て
も
i
|
|
被
告
は
あ
ら
た
め
て
訴
訟
に
お
け
る
主
張
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
で
は
、
被
告
が
そ
の

機
会
を
与
え
ら
れ
る
た
め
に
、
被
告
に
は
い
か
な
る
手
段
が
法
律
に
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
か
。
こ
れ
を
研
究
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ

2 。

ヲ
匂

3 

考
え
ら
れ
る
現
行
手
続
法
上
の
手
段
と
し
て
は
上
訴
の
追
完
と
再
審
の
訴
え
と
が
あ
る
(
実
体
法
上
の
手
段
は
別
に
考
え
る
)
。
上
訴
の

追
完
の
み
が
許
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
、
再
審
の
訴
え
が
許
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
民
訴
四
二

O
条
第
一
項
第
三
号
の
事
由
に

該
当
す
る
と
い
う
解
釈
と
同
条
項
第
五
号
の
事
由
並
び
に
こ
れ
を
主
張
す
る
要
件
が
存
す
る
場
合
に
限
る
と
い
う
解
釈
と
が
あ
る
)
、
上
訴
の
追
完
と

再
審
の
訴
え
の
い
ず
れ
も
適
宜
に
許
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
、
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
の
比
較
検
討
が
十
分
に
詰
め
て
な
さ
れ
て
い
る
か
。

そ
う
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
本
稿
は
そ
の
未
済
の
部
分
を
埋
め
て
み
よ
う
と
す
る
。
本
稿
は
私
見
に
よ
っ
て
右
の
補
填
を
し
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
補
填
の
た
め
の
作
業
経
過
を
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
学
の
士
に
多
少
の
貢
献
を
す
る
こ
と
を
狙
う
も
の
で
あ
る
。
作
業
経

過
の
報
告
の
性
質
か
ら
本
稿
は
い
さ
さ
か
長
い
も
の
と
な
ろ
う
。

当
事
者
に
訴
訟
に
お
い
て
主
張
立
証
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
は
司
法
の
命
で
あ
る
。
民
事
裁
判
の
手
続
に
お
い
て
こ
れ
を
欠
く
と

4 
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き
は
そ
の
裁
判
は
そ
の
存
在
を
奪
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
再
審
事
由
は
こ
れ
を
欠
く
と
評
価
さ
れ
る
場
合
を
列
挙
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
(
そ

の
他
の
視
点
か
ら
の
再
審
事
由
は
別
と
す
る
)
。
し
て
み
れ
ば
、
再
審
事
由
を
検
討
す
る
こ
と
は
右
の
司
法
の
命
が
な
ん
で
あ
る
か
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
の
研
究
は
こ
の
よ
う
な
検
討
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
個
別
の
事
例
の
研
究
の
積
重
ね
が

右
の
よ
う
な
検
討
に
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

5 

本
稿
に
お
い
て
は
以
下
の
判
例
を
素
材
と
し
て
い
る
。
①
大
判
明
治
三
三
・
一

0
・一

O
民
録
六
輯
九
巻
三
八
頁
、
②
大
判
明
治
三
六
・
二
・
二

三
民
録
九
輯
一
二
六
頁
、
③
大
判
明
治
三
九
・
一

0
・
八
民
録
二
一
輯
一
二

O
八
頁
、
④
東
京
控
判
明
治
四
一
・
六
・
二
七
新
聞
五
二

O
号
一
五
頁
、
⑤

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

大
判
大
正
三
・
四
・
一
二
民
録
二

O
輯
三

O
五
頁
、
⑥
東
京
地
判
大
正
六
・
三
・
九
評
論
六
巻
民
訴
七
二
頁
、
⑦
東
京
控
判
大
正
一
四
・
六
・
二
四
新
聞

二
四
四
四
号
二
一
頁
、
⑧
朝
鮮
高
等
法
院
判
昭
和
九
・
一
一
・
六
評
論
二
四
巻
民
訴
三
二
一
頁
、
⑨
大
阪
控
判
昭
和
一

0
・
二
了
二
三
新
聞
三
九
五
二

号
七
頁
、
⑮
大
判
昭
和
一

0
・
=
了
二
六
民
集
一
四
巻
二
一
二
九
頁
、
⑪
東
京
控
判
昭
和
一
六
・
三
・
一
四
新
聞
四
六
九
八
号
一
五
頁
、
⑫
大
判
昭
和

一
六
・
七
・
一
八
民
集
二

O
巻
九
八
八
頁
、
⑬
東
京
高
判
昭
和
三
五
・
一

0
・
三
東
高
民
時
報
一
一
巻
一

O
号
民
二
四
四
頁
二
四
五
頁
(
民
二
四
四
頁
は

同
巻
九
号
に
も
あ
る
)
、
⑭
最
判
昭
和
三
六
・
五
・
二
六
民
集
一
五
巻
五
号
一
四
二
五
頁
、
⑮
長
野
地
判
昭
和
三
九
・
八
・
二
五
時
報
三
九

O
号
四
ニ
頁
、

⑮
札
幌
地
判
昭
和
四
一
・
二
・
二
五
タ
イ
ム
ズ
一
八
九
号
一
四

O
頁
、
⑪
大
阪
高
判
昭
和
四
一
・
三
・
三

O
下
民
集
一
七
巻
三
・
四
合
併
号
二

O
三
頁
、

⑬
東
京
高
判
昭
和
四
一
・
一
一
・
三

O
東
高
民
時
報
一
七
巻
一
一
号
二
五
九
頁
、
⑮
最
判
昭
和
四
二
・
二
・
二
四
民
集
二
一
巻
一
号
二

O
九
頁
(
原
審
判

決
は
大
阪
高
判
昭
和
四
一
・
四
・
二

O
下
民
集
一
七
巻
三
・
四
合
併
号
三
三
四
頁
)
、
⑮
大
阪
地
判
昭
和
田
四
・
五
・
三

O
タ
イ
ム
ズ
二
三
八
号
二
四
四

頁
、
@
東
京
地
判
昭
和
四
四
・
コ
了
四
タ
イ
ム
ズ
二
四
四
号
二
六

O
頁
、
⑫
東
京
高
判
昭
和
四
五
・
一
一
了
二
六
タ
イ
ム
ズ
二
六

O
号
二
八
八
頁
、
⑮

東
京
高
判
昭
和
四
八
・
九
・
五
時
報
七
一
二
号
三
二
頁
、
⑮
東
京
高
判
昭
和
四
九
・
六
・
一
八
時
報
七
四
八
号
五
七
頁
、
⑮
東
京
高
判
昭
和
四
九
・
一

0
・

八
東
高
民
時
報
二
五
巻
一

O
号
一
六
二
頁
、
⑮
大
阪
地
判
昭
和
五
一
・
八
・
一

O
金
融
商
事
五
一
三
号
四
三
頁
、
⑫
名
古
屋
高
判
昭
和
五
二
・
五
・
一
七

時
報
八
六
八
号
五
四
頁
、
⑮
横
浜
地
判
昭
和
五
三
・
九
・
六
時
報
九
三
八
号
九
三
頁
タ
イ
ム
ズ
三
七
三
号
一
四
二
頁
、
⑮
東
京
高
判
昭
和
五
四
・
一
・
三
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説

一
時
報
九
二
四
号
六
二
頁
タ
イ
ム
ズ
三
八
七
号
六
九
頁
、
⑩
最
判
昭
和
五
四
・
七
・
三
一
時
報
九
四
四
号
五
三
頁
タ
イ
ム
ズ
三
九
九
号
=
二
ハ
頁
|
原
判

決
は
名
古
屋
高
判
昭
和
五
三
・
一

0
・
=
二
時
報
九
二
四
号
七
三
頁
タ
イ
ム
ズ
三
七
三
号
七
三
頁
、
@
東
京
高
判
昭
和
五
五
・
六
・
二
ハ
時
報
九
七
二
号

論

三
四
頁
タ
イ
ム
ズ
四
二
四
号
一

O
O頁
、
@
東
京
高
判
昭
和
五
五
・
ゴ
了
二
五
タ
イ
ム
ズ
四
三
六
号
二
二
ハ
頁
、
⑮
最
判
昭
和
五
七
・
五
・
二
七
時
報

一
O
五
二
号
六
六
頁
タ
イ
ム
ズ
四
八
九
号
五
六
頁
、
@
大
阪
高
判
昭
和
五
九
・
了
二
五
タ
イ
ム
ズ
五
二
六
号
一
五
八
頁
、
⑮
大
阪
地
堺
支
判
昭
和
六

0
・

六
・
二
六
時
報
一
一
七
三
号
九

O
頁
、
@
東
京
高
判
昭
和
六

0
・
二
・
二
五
時
報
二
七
六
号
九
七
頁
、
@
東
京
高
判
昭
和
六
二
・
一
・
一
二
時
報
一

ニ
二
七
号
四
九
頁
。

救
済
の
条
件

1 

被
告
の
住
所
を
知
り
な
が
ら
被
告
の
住
所
を
不
明
で
あ
る
と
偽
っ
て
公
示
送
達
の
申
立
て
を
原
告
が
し
た
場
合
(
以
下
に
お
い
て
た
ん

に
不
実
の
申
立
て
と
い
う
)
に
お
い
て
は
、
裁
判
長
は
公
示
送
達
の
申
立
て
が
不
実
で
あ
る
か
否
か
を
知
る
由
も
な
い
。
被
告
の
住
所
不
明
は

公
示
送
達
の
許
可
の
要
件
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
長
は
被
告
の
住
所
の
明
否
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
の
判
断
の
た
め
に
必

要
な
事
実
を
収
集
す
る
作
業
は
申
立
人
が
す
る
か
裁
判
所
側
が
す
る
か
。
申
立
人
は
自
分
の
訴
訟
を
進
行
さ
せ
る
た
め
に
1

1

信
義
誠
実
の

原
則
に
従
っ
て
|
|
こ
れ
を
な
す
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
所
は
手
続
の
適
正
な
進
行
と
い
う
公
役
務
の
遂
行
の
た
め
に
(
民
訴
一
七
八
条
第
二
項

参
照
)
こ
れ
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
が
進
行
す
る
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
申
立
人
が
必
要
な
事
実
を
収
集
し
て
裁
判
長
に
提

出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
と
う
ぜ
ん
で
あ
る
が
、
申
立
人
が
収
集
し
た
事
実
で
も
っ
て
送
達
名
宛
人
の
住
所
不
明
と
判
断
す
る
の
に
足
り
な

い
と
き
は
1
|
|
足
り
る
足
り
な
い
の
基
準
は
別
と
し
て
|
|
裁
判
長
は
職
権
で
必
要
な
事
実
を
収
集
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
不
明
で
あ

る
こ
と
の
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
こ
と
を
申
立
人
の
み
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
他
方
、
私
人
の
住
所
を
探
求
す
る
こ
と
を
裁

北法38(5-6・II・358)1708



判
所
の
み
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

2

送
達
名
宛
人
の
送
達
場
所
の
明
否
を
裁
判
長
が
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ど
ん
な
事
実
が
ど
の
く
ら
い
収
集
さ
れ
れ
ば
足
り
る
か
、

そ
れ
ら
の
事
実
か
ら
住
所
不
明
と
判
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
裁
判
長
が
そ
の
裁
量
に
よ

り
処
理
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
意
味
は
こ
の
こ
と
に
つ
き
裁
判
長
を
罷
束
す
る
法
規

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

し
た
が
っ
て
、
判
断
形
成
の
手
続
違
背
を
理
由
と
し
て
許
可
の
効
力
を
否
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
に
止
ま
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
公
示
送
達
の
許
可
命
令
に
対
し
て
独
立
し
て
不
服
申
立
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

公
示
送
達
に
よ
り
と
も
か
く
手
続
を
進
行
さ
せ
て
、
公
示
送
達
に
よ
り
主
張
立
証
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
と
き
に
必

が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
止
ま
り
、

(
無
効
・
取
消
し
)

要
が
あ
れ
ば
救
済
を
与
え
れ
ば
足
り
る
と
す
る
こ
と
は
、
手
続
の
進
行
を
滞
ら
せ
な
い
こ
と
と
主
張
立
証
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
と
を
調

整
す
る
も
の
で
あ
る
。

判
例
に
お
い
て
は
、
一
度
も
通
常
の
送
達
を
試
み
な
い
で
公
示
送
達
を
終
始
実
施
し
た
場
合
(
判
例
⑪
)
も
、
被
告
の
所
在
に
つ
き

調
査
せ
ず
被
告
の
住
所
を
看
過
し
て
別
の
住
所
を
判
決
書
に
表
示
し
判
決
の
送
達
不
能
の
結
果
に
な
っ
た
の
で
公
示
送
達
を
許
可
し
た
場
合

も
、
不
実
の
申
立
て
に
乗
せ
ら
れ
て
公
示
送
達
を
許
可
し
た
場
合
も
、
送
達
自
体
を
無
効
と
は
し
て
い
な
い
。
無
効
で
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
公
示
送
達
を
基
礎
と
し
て
進
め
ら
れ
た
手
続
を
、
ひ
い
て
は
そ
の
手
続
の
終
点
に
位
置
す
る
判
決
を
、
当
然
無
効
と
は
し
な
い
と
い
う

に
止
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
公
示
送
達
を
受
け
た
者
が
後
に
当
該
判
決
の
た
と
え
ば
取
消
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
う
る
こ
と
ま
で
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
公
示
送
達
自
体
を
無
効
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
手
続
の
進
行
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
公
示
送
達
の
許
可
の
取
消
し
も

l
l
l
公
示
送
達
の
効
力
の
発
生
(
民
訴
第
一
八

O
条
)
の
時
以

3 
後
は
ー
ー
ー
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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説

(
1
)
判
例
⑪
は
問
題
に
な
る
事
実
を
許
可
の
要
件
事
実
の
欠
如
と
と
ら
え
た
う
え
、
し
か
し
、
裁
判
長
の
許
可
に
基
い
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を

根
拠
に
し
て
、
無
効
の
送
達
で
あ
る
と
は
い
い
え
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

(
2
)
判
例
⑮
及
び
判
例
⑫
。
⑮
は
こ
の
場
合
に
は
《
裁
判
長
の
許
可
が
な
さ
れ
た
以
上
申
立
当
事
者
に
つ
き
刑
事
上
の
犯
罪
が
成
立
し
、
ま
た
は
民

事
上
損
害
賠
償
の
責
を
免
れ
な
い
こ
と
は
別
と
し
て
、
右
の
公
示
送
達
の
手
続
は
有
効
と
い
う
べ
き
で
あ
る
》
と
述
べ
る
。
⑫
は
《
公
示
送
達
に

関
す
る
当
事
者
の
申
立
が
裁
判
長
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
公
一
不
送
達
の
要
件
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
右
許
可

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
公
示
送
達
は
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
》
と
い
う
こ
と
を
一
般
規
範
と
し
て
(
前
掲
判
例
⑪
も
こ
れ
を
一

般
規
範
と
し
て
い
る
)
、
不
実
の
申
立
て
に
乗
せ
ら
れ
た
場
合
に
こ
れ
を
あ
て
は
め
て
い
る
。

(3)
送
達
名
宛
人
の
住
所
が
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
所
が
知
れ
な
い
と
し
て
公
示
送
達
の
申
立
て
が
あ
り
裁
判
所
も
ま
た
軽
率
に
も

こ
れ
を
許
容
し
た
公
示
送
達
を
、
違
法
と
し
、
法
律
上
当
然
無
効
と
判
断
し
、
ま
だ
判
決
の
送
達
が
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
控
訴
期
間
を
起
算
す

る
に
至
ら
な
い
と
し
、
し
か
し
、
判
決
送
達
前
で
も
控
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
は
適
法
で
あ
る
、
と
し
た
判
例
が
あ
る

こ
と
は
あ
る
。
判
例
⑨
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
は
先
駆
の
判
例
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
判
例
①
で
あ
る
。
こ
の
判
例
は
、
不
動
産
競
落
許
可
決
定

に
対
す
る
抗
告
を
棄
却
す
る
決
定
の
送
達
が
公
示
送
達
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
公
示
送
達
申
請
人
が
送
達
名
宛
人
の
現
住
所
を
明

知
し
な
が
ら
虚
偽
の
事
柄
を
記
載
し
た
こ
と
を
理
由
に
公
示
送
達
の
違
法
無
効
を
主
張
す
る
再
抗
告
が
あ
っ
た
事
案
に
つ
き
、
正
当
で
な
い
公
示

送
達
の
場
合
に
は
原
状
回
復
の
申
立
の
手
段
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
〔
公
示
送
達
の
無
効
し
た
が
っ
て
該
決
定
の
送
達
な
し
と
い
う
法

状
態
を
判
例
は
観
念
し
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
〕
、
送
達
前
で
も
抗
告
で
き
る
こ
と
か
ら
、
抗
告
を
適
法
と
し
、
こ
の
抗
告
の
手
続
に
お
い
て

公
示
送
達
の
有
効
無
効
の
判
断
を
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
4
)
判
例
⑮
に
お
い
て
は
、
不
実
の
申
立
て
に
乗
っ
た
公
示
送
達
が
訴
状
、
期
日
呼
出
状
、
判
決
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
判
決
の
無
効

の
主
張
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
《
一
日
一
成
立
し
た
判
決
を
当
然
無
効
な
も
の
と
し
て
そ
の
効
力
を
否
認
し
う
る
と
す
る
こ
と
は
裁
判
制
度

の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
判
決
に
手
続
上
の
取
庇
が
あ
る
場
合
は
上
訴
の
追
完
、
再
審
の
訴
な
ど
法
律
上
認
め
ら
れ
た
不
服
申
立

に
よ
っ
て
そ
の
判
決
の
取
消
を
求
め
る
べ
く
、
右
の
手
続
を
経
ず
に
判
決
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
理
は
当
事
者
が
相
手

方
の
送
達
場
所
を
知
り
な
が
ら
公
示
送
達
の
申
立
を
し
裁
判
長
を
欺
い
て
そ
の
許
可
を
得
、
相
手
方
の
出
頭
を
妨
げ
て
勝
訴
の
確
定
判
決
を
得
る

い
わ
ゆ
る
確
定
判
決
の
踊
取
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
》
。

論
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公
示
送
達
の
要
件
が
欠
け
て
い
る
の
に
許
可
が
あ
っ
て
公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
、
公
示
送
達
そ
の
も
の
は
無
効
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、
公
示
送
達
の
効
果
(
た
と
え
ば
、
不
変
期
間
の
進
行
)
及
び
こ
れ
と
連
鎖
す
る
効
果
(
た
と
え
ば
、
不
変
期

間
の
徒
過
に
よ
る
判
決
の
確
定
)
を
衰
滅
さ
せ
る
手
段
を
必
要
に
備
え
て
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
手
段
が
適
切

で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
同
時
に
、

そ
の
手
段
を
利
用
す
る
資
格
を
ど
ん
な
場
合
に
認
め
る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
以
下

に
お
い
て
判
例
を
素
材
と
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

(
1
)
ち
な
み
に
、
公
示
送
達
が
適
法
に
行
わ
れ
た
場
合
に
も
、
な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
様
の
手
段
を
用
意
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
民

事
訴
訟
は
原
告
と
被
告
が
主
張
・
立
証
を
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
。
被
告
の
所
在
が
不
明
の
場
合
で
も
、
原
告
が
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
保
障
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
訴
訟
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
送
達
場
所
の
不
明
の
者
に
対
し

て
も
訴
訟
書
類
の
送
達
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
目
的
で
公
示
送
達
の
制
度
が
存
す
る
。

公
示
送
達
は
送
達
場
所
不
明
を
前
提
と
す
る
制
度
で
あ
る
か
ら
送
達
名
宛
人
が
送
達
書
類
の
内
容
を
知
ら
な
い
こ
と
を
予
定
し
そ
の
効
力
は

知
不
知
に
か
か
わ
ら
ず
生
ず
る
。
通
常
の
送
達
が
送
達
名
宛
人
が
送
達
書
類
の
内
容
を
知
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。

知
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
定
も
そ
れ
が
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
送
達
名
宛
人
が
送
達
書
類
の
内
容
を
知
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
き
は
彼
は
訴
訟
手

続
に
お
い
て
自
己
の
主
張
・
立
証
の
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
不
利
益
は
不
変
期
間
の
徒
過
の
場
合
に
大
き
い
。
彼
に

帰
責
事
由
が
な
い
と
き
に
彼
に
こ
の
不
利
益
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
こ
れ
が
訴
訟
行
為
の
追
完
の
制
度
が
存
す
る
根
拠
で
あ
る
。

公
示
送
達
の
場
合
に
は
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
予
想
が
外
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
送
還
名
宛
人
が
送
達
書
類
の
内
容
を
知
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
彼
の
不
利
益
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
公
示
送
達
の
場
合
l
知
ら
な
い
こ
と
を
予
定
し
て
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
場
合
に
は
訴

訟
行
為
の
追
完
の
制
度
を
適
用
す
る
余
地
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
う
る
(
②
参
照
)
。

こ
の
問
題
は
す
で
に
旧
法
時
に
お
い
て
意
識
さ
れ
た
。
旧
民
訴
一
七
四
条
二
項
は
《
原
告
若
ク
ハ
被
告
カ
故
障
期
間
ヲ
憐
怠
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其

過
失
ニ
非
ス
シ
テ
閥
席
判
決
ノ
送
達
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
場
合
ニ
珍
テ
モ
亦
之
ニ
原
状
回
復
ヲ
許
ス
》
と
規
定
し
た
。
こ
の
「
送
達
」
に
公
示
送
達
は

含
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
判
例
③
⑤
は
特
に
公
示
送
達
を
除
外
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
答
え
て
い
た
。
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説

す
な
わ
ち
、
公
示
送
達
が
適
法
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
な
お
救
済
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
救
済
方
法
が
原
状

回
復
(
追
自
主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
正
当
で
な
い
公
示
送
達
の
場
合
に
は
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
余
地

が
な
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
判
例
①
参
照
)
。

ち
な
み
に
、
適
法
な
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
帰
責
事
由
が
な
い
と
い
え
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
送
達
場

所
不
明
の
場
合
の
送
達
と
送
達
場
所
に
お
い
て
な
さ
れ
た
送
達
と
に
お
い
て
、
異
な
る
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
問
題
が
存
す
る
の
で
あ
っ

た。

論

右
の
手
段
を
利
用
す
る
資
格
を
ど
ん
な
場
合
に
認
め
る
か
と
い
う
問
題
を
先
に
取
り
上
げ
よ
う
。
ま
ず
、
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ

た
の
一
事
を
も
っ
て
右
資
格
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
公
示
送
達
に
よ
っ
て
送
達
名
宛
人
が
そ
の
内
容
を
了
知
す
る
こ
と

は
事
実
上
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
と
見
ら
れ
て
お
り
(
⑮
参
照
)
、
了
知
さ
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
公
示
送
達
制
度
が
存
在
す
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
送
達
場
所
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
訴
訟
制
度
を
利
用
す
べ
き
者
の
責
務
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
公
示
送
達
に

至
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
責
務
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
こ
の
責
務
を
果
た
さ
な
い
も
の
は
公
示
送
達
が
も
た
ら
す
自
己
に
不
利
益
な

5 
結
果
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
送
達
場
所
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
と

い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
足
り
る
か
、
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
い
か
な
る
不
利
益
を
被
る
か
、
こ
れ
を
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
判
例
⑮
⑮
は
と
も
に
第
一
審
判
決
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
控
訴
の
追
完
が
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
⑪
は
特
別

の
事
情
が
な
い
限
り
許
さ
れ
る
と
し
、
⑫
は
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
過
失
あ
る
を
要
す
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
外
国
に
お
い
て
な
す
べ
き
送
達
が

外
国
に
お
け
る
住
所
不
明
の
ゆ
え
に
不
能
と
な
り
公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
公
示
送
達
申
立
人
が
外
国
に
お
け
る
住
所
を
調
査
す
る
こ

と
が
実
際
上
困
難
で
あ
る
こ
と
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ
て
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
の
一
事
で
も
っ
て
救
済
さ
れ
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て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
べ
き
か
(
⑭
⑥
参
照
)
。

《
当
事
者
ノ
住
所
、
居
所
其
ノ
他
送
達
ヲ
為
ス
へ
キ
場
所
カ
知
レ
サ
ル
場
合
》
に
公
示
送
達
が
な
さ
れ
る
(
民
訴
一
七
八
条
)
。
今
日
で
は
人
の
住

所
は
人
が
住
民
基
本
台
帳
法
を
遵
守
す
る
限
り
知
り
う
る
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
の
定
め
る
転
入
・
転
居
・
転
出
の
届
出
を
す
れ
ば
現
住
所
及

び
従
前
の
住
所
が
住
民
票
に
記
載
さ
れ
、
個
人
を
単
位
と
す
る
住
民
票
を
世
帯
ご
と
に
編
成
し
て
住
民
基
本
台
帳
が
作
成
さ
れ
、
こ
の
住
民
基
本
台
帳
の

6 

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

閲
覧
を
何
人
で
も
市
町
村
長
に
対
し
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
人
の
過
去
の
住
所
を
知
っ
て
お
れ
ば
、
そ
の
住
所
の
存
す
る
市
町
村
の
そ
の
人
の

住
民
票
に
は
そ
の
人
の
戸
籍
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
の
戸
籍
の
附
票
に
よ
り
そ
の
人
の
現
在
の
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
届
出
を
正
当
な
理
由
が
な
く
て
し
な
い
者
、
こ
れ
ら
の
届
出
に
関
し
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
届
出
を
し
な
い
者
や
虚
偽
の
届
出
を
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
(
@
@
@
@
)
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人
の
住
所
は
、
住
民
基

本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
の
附
票
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
も
の
と
な
る
。

人
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
届
出
を
怠
ら
ず
届
出
住
所
に
居
住
す
る
と
き
は
、
公
示
送
達
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
「
許
さ
れ
る
と
考
え
る
(
⑮
の
原
判
決
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
公
示
送
達
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
る
不
利
益
を
被
る

こ
と
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
⑮
参
照
)
。
つ
ま
り
、
そ
れ
に
よ
り
訴
訟
手
続
上
の
権
利
を
失
う
(
失
権
)
こ
と
は
全
く
な
川
)
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
送
達
場
所
を
追
求
す
る
調
査
の
十
分
不
十
分
と
か
か
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
人
の
生
活
に
お
い
て
他
の
人
と
の
聞
に
な
ん
ら
か
の
権
利
義
務
が
発
生
す
る
関
係
に
入
る
と
き
に
は
住
所
を
互
い
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
通

例
で
あ
る
。
最
初
に
知
っ
た
住
所
が
そ
の
後
変
更
さ
れ
て
も
戸
籍
の
附
票
に
現
在
の
住
所
が
記
載
さ
れ
(
住
民
台
帳
一
七
条
)
、
戸
籍
は
最
初
に

知
っ
た
住
所
に
お
け
る
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
(
住
民
台
帳
七
条
)
、
現
住
所
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
転
籍
し
て
い
て
も
、

転
籍
に
関
す
る
事
項
は
戸
籍
事
項
欄
に
記
載
さ
れ
る
か
ら
(
戸
籍
規
則
三
四
条
)
、
転
籍
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
転
籍
地
の
戸
籍
の
附
票
を
見
る

北法38(5-6・11・363)1713 



説

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
権
利
義
務
関
係
が
発
生
す
る
関
係
に
入
っ
て
い
な
が
ら
し
か
も
住
所
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
は
あ
っ
て

も
例
外
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
例
外
の
存
在
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
他
人
の
自
動
車
を
借
り
て
走
行
中
に
ひ
き
逃
げ
を
し
た
者
に

つ
い
て
は
そ
の
氏
名
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
そ
の
人
の
住
所
を
ひ
き
逃
げ
の
と
き
(
損
害
賠
償
請
求
権
発
生
の
時
点
)
に
お

い
て
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
右
に
述
べ
た
方
法
を
と
る
た
め
に
必
要
な
最
初
に
知
っ
た
住
所
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
そ

の
人
の
現
住
所
を
右
に
述
べ
た
方
法
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
方
法
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
。
他
の
方
法
に
よ
っ
て
も
住
所
が
知
れ

な
い
場
合
が
あ
り
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
が
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
た
ま
た
ま
訴
訟
係
属
を
知
っ
た
と
き
で
も
届
出
住
所
に
送
達
が
あ
る
こ
と
を
予
想
す
る
こ
と
が
と
う
ぜ
ん
で
あ
ろ
う
か
ら
、
公
示
送
達
を
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益
を
被
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

(3)
訴
訟
手
続
上
の
権
利
(
た
と
え
ば
上
訴
権
)
を
失
う
こ
と
が
な
い
以
上
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
そ
の
状
態
と
は
訴
訟
係
属
で
あ
る
。
訴
訟
係
属
を
も
た
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
後
に
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

論

7 

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
届
出
を
怠
る
と
き
ま
た
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
い
た
と
き
は
、
逆
に
、

か
な
ら
ず
公
示
送
達
に
よ
る
不

利
益
を
甘
受
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
。
そ
う
で
あ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
調
査
な
ど
に
よ
り
住
所
を
知
り
え
て
公

示
送
達
を
す
べ
か
ら
ざ
る
場
合
に
当
た
る
場
合
が
あ
り
え
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
公
示
送
達
に
よ
る
不
利
益
を
と
う
ぜ
ん
に
甘
受
す
べ

し
と
は
い
え
な
い
。

住
民
基
本
台
帳
法
の
定
め
る
届
出
が
な
い
、
ま
た
は
届
出
に
虚
偽
が
あ
る
場
合
に
は
つ
ね
に
人
に
送
達
場
所
が
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

当
該
訴
訟
事
件
に
関
連
す
る
出
来
事
の
際
に
住
所
・
送
達
場
所
を
知
る
機
会
が
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
機
会
に
知
っ
た
と
き
は
人
の
送
達
場
所
が
知
れ
た
る

も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
出
来
事
は
、
法
的
な
も
の
と
事
実
上
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
訴
訟
の
両
当
事
者
が

か
つ
て
家
事
調
停
に
出
頭
し
て
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
(
@
参
照
。
こ
の
事
案
で
は
こ
の
機
会
に
も
住
所
は
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
)
、
当
該
訴
訟
の
係
争
物

件
に
つ
き
登
記
が
あ
っ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
送
達
名
宛
人
の
住
所
を
知
っ
た
こ
と
(
⑮
参
照
)
、
当
該
賃
貸
借
訴
訟
事
件
に
関
し
送
達
名
宛
人
が
賃
料
を
供
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託
し
て
い
て
供
託
書
に
そ
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
@
参
照
。
事
案
で
は
住
所
の
記
載
は
虚
偽
記
載
で
あ
っ
た
)
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
者
の
例
と
し
て
は
、
送
達
名
宛
人
と
連
絡
を
と
る
手
段
が
あ
っ
た
場
合
(
⑦
⑮
@
@
参
照
)
、
送
達
名
宛
人
が
所
轄
郵
便
局
に
転
送
依
頼
を
し
て
い
た

場
合
(
⑩
の
原
判
決
参
照
。
た
だ
し
事
案
に
お
い
て
は
、
転
送
先
宛
の
郵
便
に
よ
る
送
達
が
試
み
ら
れ
た
が
「
転
居
先
不
明
」
の
理
由
で
差
出
裁
判
所
に

返
戻
さ
れ
送
達
不
能
に
終
っ
た
)
、
近
隣
者
に
転
居
先
を
告
げ
て
い
た
場
合
(
@
参
照
。
た
だ
し
事
案
は
近
隣
者
に
も
転
居
先
を
告
げ
な
か
っ
た
ケ

i
ス

で
あ
る
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

8 

と
こ
ろ
で
人
が
自
分
の
住
所
(
そ
の
他
送
達
を
受
く
べ
き
場
所
)
を
他
の
人
が
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
態
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

い
わ
ゆ
る
行
方
を
く
ら
ま
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
⑮
⑮
@
@
⑮
)
。
そ
れ
は
住
民
基
本
台
帳
法
の
定
め
る
届
出
を
し
な
い
、
ま
た
は
虚
偽
の

届
出
を
し
た
そ
し
て
そ
の
上
に
相
手
方
が
送
達
場
所
を
知
る
機
会
を
他
に
も
ち
え
な
い
状
態
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
方
を
く

ら
ま
す
に
は
か
な
ら
ず
動
機
・
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
が
当
該
訴
訟
事
件
の
相
手
方
に
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
と
、
ま
さ
に
そ
の
相
手

方
に
対
し
て
行
方
を
知
ら
れ
な
い
こ
と
を
狙
っ
た
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
狙
い
が
当
た
っ
た
結
果
と
し
て
公
示
送
達
が
な
さ

れ
た
と
き
は
、
公
示
送
達
の
結
果
被
る
べ
き
不
利
益
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
よ
く
調
べ
れ
ば
住
所
を
知
り
え
た
は
ず
で
あ
る
と

い
う
主
張
は
排
斥
さ
る
べ
く
、
失
わ
れ
た
訴
訟
手
続
上
の
権
利
を
回
復
さ
せ
る
べ
き
余
地
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
原
則
で
あ

ろ
う
。
。
こ
れ
は
送
達
場
所
の
追
求
の
調
査
の
十
分
不
十
分
が
問
題
と
な
る
余
地
の
な
い
場
合
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
住
所
が
発
見
さ
れ
て
公

示
送
達
を
免
れ
て
も
そ
れ
は
全
く
の
偶
然
で
あ
る
。

(
1
)
あ
る
事
案
を
原
則
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
か
例
外
と
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
協
議
離
婚
の
夫
が
離
婚
無
効
を
主
張
し

て
復
縁
を
迫
り
執
劫
に
暴
行
脅
迫
を
加
え
る
の
で
身
を
く
ら
ま
し
た
妻
に
対
し
離
婚
無
効
確
認
の
訴
え
を
起
こ
し
た
夫
の
申
立
て
に
基
づ
き
許

可
さ
れ
た
公
示
送
達
に
よ
り
被
る
妻
の
失
権
は
例
外
的
に
回
復
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
(
@
参
照
)
。
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説

当
該
訴
訟
事
件
の
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
そ
の
権
利
の
行
使
を
妨
害
す
る
ま
た
は
困
難
に
す
る
意
図
で
行
方
を
晦
ま
し
た
場
合
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
原
則
に
当
た
る
(
命
晶
参
照
)
。
認
知
請
求
事
件
の
原
告
か
ら
認
知
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
は
原
則
に
当
た
る
こ
と
を
覆
え
す

も
の
で
は
な
い
(
⑮
参
照
)
。

多
数
債
権
者
の
追
及
を
避
け
る
意
図
で
も
っ
て
行
方
を
晦
ま
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
反
射
と
し
て
当
該
訴
訟
事
件
の
相
手
方
が
送
達
場

所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
示
送
達
に
至
っ
た
と
き
は
、
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
⑮
⑪
⑪
参
照
)
。
当
該
訴
訟
事
件

と
関
係
の
な
い
他
の
債
権
者
の
追
及
が
脅
迫
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
き
で
も
、
右
の
結
論
に
変
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
(
@
参
照
)
。

論

人
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
定
め
る
届
出
を
怠
ら
ず
届
出
住
所
に
居
住
す
る
場
合
及
び
人
が
住
民
基
本
台
帳
法
を
遵
守
せ
ず
そ
の
居
住

場
所
を
秘
匿
す
る
場
合
を
除
く
そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
す
れ
ば
送
達
場
所
が
判
明
す
る
場

9 
合
と
調
査
を
し
て
も
判
明
し
な
い
場
合
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
な
に
者
が
な
に
を
ど
の
程
度
調
査

す
れ
ば
足
り
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

判
例
に
現
わ
れ
た
限
り
で
は
実
際
に
は
下
記
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
受
訴
裁
判
所
は
、
警
察
署
に
所
在
調
査
を
嘱
託
し
た
り
(
⑫
⑫
⑮
⑩

⑪
⑪
)
、
か
つ
て
当
事
者
聞
に
家
事
調
停
が
あ
っ
た
場
合
に
は
当
該
家
庭
裁
判
所
に
所
在
調
査
を
嘱
託
し
た
り
(
⑪
)
、
訴
状
記
載
の
ま
た
は
上
申
さ
れ
た

送
達
場
所
に
送
達
を
試
み
た
り
(
⑫
⑮
)
し
て
い
る
。
公
示
送
達
申
立
人
は
、
あ
る
い
は
住
民
票
・
戸
籍
の
附
票
そ
の
他
に
よ
っ
て
住
所
を
調
べ
(
⑫
)
、

あ
る
い
は
住
民
票
記
載
の
住
所
に
書
留
内
容
証
明
郵
便
を
出
し
(
⑮
⑪
て
あ
る
い
は
転
出
先
の
届
出
の
有
無
を
調
べ
(
⑮
て
あ
る
い
は
転
出
予
定
先
に

居
住
し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ

(
⑮
て
あ
る
い
は
、
相
手
方
が
住
ん
で
い
た
こ
と
の
明
ら
か
な
旧
住
所
に
宛
て
て
あ
る
い
は
訴
状
を
送
達
し
(
@
)
あ

る
い
は
書
留
内
容
証
明
郵
便
を
出
し
(
⑪
て
あ
る
い
は
最
後
の
住
所
に
居
住
し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
(
⑮
て
あ
る
い
は
相
手
方
が
か
つ
て
居
住
し
て

い
た
建
物
に
現
に
居
住
し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ

(
@
)
て
い
る
。
実
務
で
は
公
示
送
達
申
立
書
に
住
民
票
謄
本
と
所
在
調
査
報
告
書
を
添
付
す
る
。

こ
の
調
査
の
質
及
び
量
の
問
題
は
公
示
送
達
の
有
効
無
効
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
て
は
い
な
い

(
前
述
2
及
び
3
)
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
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公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
帰
責
事
由
が
あ
る
か
な
い
か
の
問
題
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
抽
象
的
に
は
、
通
常
の
調
査

方
法
を
講
ず
れ
ば
容
易
に
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
は
、
住
所
が
知
れ
な
い
と
い
う
要
件
は
満
た
さ
れ
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
な

さ
れ
た
公
示
送
達
が
当
然
無
効
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
責
め
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
扱
わ
れ

て
い
る

(
⑬
参
照
)
。

具
体
的
に
は
下
記
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

訴
状
が

A
地
七
四
番
地
に
送
達
さ
れ
、
最
終
口
頭
弁
論
期
日
の
呼
出
状
は
B
地
に
送
達
さ
れ
た
が
、
第
一
審
裁
判
所
が
判
決
書
に

A
地
七
九
番
地
と
表

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

記
し
た
の
で
そ
こ
に
宛
て
て
判
決
を
郵
便
に
よ
り
送
達
し
た
と
こ
ろ
送
達
不
能
と
な
っ
た
の
で
公
示
送
達
の
申
立
て
が
あ
り
そ
の
許
可
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
訴
訟
係
属
を
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
過
失
は
な
い
(
⑫
)
。
連
絡
先
を
明
示
し
た
内
容
証
明
郵
便

を
差
し
出
し
た
者
に
公
示
送
達
を
し
た
場
合
に
は
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
過
失
は
な
い
(
⑫
)
。
民
生
委
員
が
住
民
票
記
載
の
住
所
に
居
住

し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
安
易
に
発
行
し
た
不
在
証
明
書
に
基
づ
き
公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
と
き
は
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
過
失
は

な
い
{
⑮
)
。
本
籍
地
に
終
始
変
動
が
な
く
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
届
出
を
怠
ら
ず
届
出
を
し
た
場
所
を
住
所
と
し
て
い
た
者
に
公
示
送
達
を
し
た

と
き
は
こ
れ
を
知
ら
な
い
こ
と
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
⑮
)
。

公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
過
失
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
訴
え
の
提
起
を
知
っ
て
い
た
と
き

き
公
示
送
達
を
予
想
す
べ
き
で
あ
っ
て
公
示
送
達
の
有
無
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
不
利
益
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
か
た
が
あ
り
う
る
。
公
示
送
達
申
立
人
の
調
査
不
十
分
と
送
達
名
宛
人
の
送
達
へ
の
関
心
の
不
十
分
と
を
調
整
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

公
示
送
達
申
立
人
に
差
し
出
さ
れ
た
内
容
証
明
郵
便
に
連
絡
先
が
明
示
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
示
送
達
を
申
し
立
て
て
公
示
送
達
が
な
さ

れ
た
場
合
に
は
、
送
達
名
宛
人
が
訴
え
の
提
起
な
い
し
は
判
決
の
言
渡
し
を
知
っ
て
い
た
ま
た
は
知
ら
な
い
こ
と
に
過
失
が
あ
っ
た
の
で
な
い
以
上
、
送

達
名
宛
人
の
控
訴
期
間
不
遵
守
は
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
る
(
⑪
)
。
判
決
言
渡
前
に
送
達
場
所
が
知
れ
た
が
判
決
が
公
示
送
達
に
よ
り
送
達
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説

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
す
で
に
訴
え
の
提
起
を
確
知
し
て
い
た
送
達
名
宛
人
の
控
訴
期
間
の
不
遵
守
は
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に

よ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
(
⑩
)
。
訴
訟
係
属
を
知
っ
て
い
た
場
合
で
も
な
お
過
失
が
な
い
と
す
る
例
(
⑪
⑮
)
も
あ
る
。
⑪
に
お
い
て
は
、
居
住
地
の

論

奈
良
市
を
管
轄
す
る
裁
判
所
以
外
の
大
阪
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
い
る
。
⑩
に
お
い
て
は
、
訴
状
・
呼

出
状
の
送
達
が
現
実
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
の
余
の
送
達
も
同
じ
よ
う
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
こ
と
が
し
ん
し
ゃ
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
由
」
(
民
訴
一
五
九
条
一
項
)
の
存
否
の
評
価
は
公
示
送
達
申
立
人
に
存
す
る
調
査
の
不
十
分

と
送
達
名
宛
人
に
存
す
る
送
達
へ
の
不
注
意
を
比
較
衡
量
し
て
総
合
的
に
行
な
う
と
い
う
傾
向
が
見
え
る
。
し
か
し
、
訴
提
起
の
確
知
は
、

調
査
不
十
分
の
ま
ま
な
さ
れ
た
公
示
送
達
を
知
ら
な
い
こ
と
を
有
過
失
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
帰
責
事
由
な
く
し
て
公
示
送
達
を
知
ら

な
か
っ
た
場
合
に
な
お
訴
訟
行
為
の
追
完
を
許
す
こ
と
を
阻
む
事
情
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
か
か
る
事
情
の
存
在
に
つ
い
て

は
公
示
送
達
申
立
人
が
こ
れ
を
主
張
・
立
証
す
る
負
担
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

訴
え
の
提
起
が
な
く
て
も
紛
争
の
状
態
か
ら
訴
え
の
提
起
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
も
公
示
送
達
を
予
想
す
べ
き
で
あ
っ
て
公
示
送
達
の
有

無
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
不
利
益
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
た
が
あ
り
う
る
。

た
だ
し
、
実
際
に
は
公
示
送
達
を
予
想
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
は
住
民
基
本
台
帳
法
を
忠
実
に
遵
守
し
て
い
た
場
合
で
あ
り
(
⑮
)
、

予
測
で
き
た
は
ず
で
あ
る
と
責
め
を
問
わ
れ
た
の
は
行
方
を
晦
ま
し
た
場
合
で
あ
る
(
@
@
)
。

右
に
紹
介
し
た
考
え
か
た
は
右
の
よ
う
な
場
合
に
の
み
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
右
の
よ
う
な
場
合
に
は
予
想
・
予
測
の
有
無
を
待
つ
ま
で

も
な
く
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
(
前
掲
6
及
び
8
)
と
思
う
。

こ
の
考
え
か
た
は
、
送
達
名
宛
人
が
訴
提
起
を
確
知
し
て
い
た
場
合
と
異
な
り
、
公
示
送
達
申
立
人
の
調
査
不
十
分
の
結
果
と
し
て
送
達

名
宛
人
が
享
受
す
べ
き
と
こ
ろ
の

1
|
1「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
由
」
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
訴
訟
行
為
を
追
完
す
る
こ
と
が
で

き
る
ー

l
利
益
を
阻
却
す
る
た
め
に
応
用
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

通
常
の
調
査
方
法
を
講
じ
て
な
お
送
達
名
宛
人
の
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
か

ま
し
た
場
合
1
8を
み
よ
ー
を
除
く
)
。
公
示
送
達
申
立
人
に
責
め
る
べ
き
事
由
は
な
い
。
で
は
送
達
名
宛
人
は
公
示
送
達
の
不
利
益
を
甘
受
す

べ
き
か
。
抽
象
的
に
は
《
原
告
ニ
責
ム
へ
キ
コ
ト
ノ
之
ナ
キ
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
被
告
側
ニ
過
失
ア
リ
ト
謂
フ
ヲ
得
》
な
い
(
⑧
)
。
通
常
の
調
査

方
法
を
講
じ
て
も
な
お
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
が
生
ず
る
に
至
っ
た
原
因
が
、
送
達
名
宛
人
に
存
す
る
場
合
と
こ
の
者
に
存
し

な
い
場
合
と
が
あ
ろ
う
。
後
者
の
場
合
に
は
公
示
送
達
の
不
利
益
を
そ
の
者
に
負
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
場

合
に
お
い
て
も
な
お
送
達
が
あ
り
う
る
と
い
う
事
情
に
つ
い
て
予
想
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
場
合
と
予
想
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
え
よ
う
。
そ
し
て
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
、
送
達
が
予
想
で
き
た
か
ら
公
示
送
達
も
予
想
で
き
た
は
ず
で
あ

る
と
い
う
場
合
と
、
送
達
は
予
想
で
き
て
も
公
示
送
達
ま
で
予
想
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
場
合
(
⑫
参
照
)
と
が
あ

(
送
達
名
宛
人
が
故
意
に
行
方
を
晦

ろ
〉
つ
。(

1
)
間
借
先
の
家
主
の
よ
う
な
第
三
者
が
勝
手
に
ま
た
は
気
を
き
か
し
て
住
所
不
明
と
答
え
た
た
め
送
達
不
能
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
公
示

送
達
は
己
む
を
得
な
い
が
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
己
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
(
⑪
⑮
参
照
)
。

(2)
た
と
え
ば
訴
訟
係
属
を
知
っ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。

(
3
)
⑫
の
事
案
を
名
宛
人
の
所
在
不
明
の
状
態
の
原
因
が
名
宛
人
に
存
し
な
い
場
合
で
あ
る
と
想
定
し
た
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

救
済
の
方
法

不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
公
示
送
達
の
場
合
に
限
定
し
て

復
さ
せ
る
た
め
に
判
例
が
ど
う
い
う
手
段
を
認
め
て
き
た
か
。
ま
ず
こ
れ
を
見
ょ
う
。

1 

(
は
じ
め
に
。

2
)
、
送
達
名
宛
人
に
訴
訟
で
の
主
張
・
立
証
の
機
会
を
回
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説

(
イ
)
判
例
①
は
不
動
産
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
抗
告
を
棄
却
す
る
決
定
が
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
き
公
示
送
達
さ
れ
た
事
業
に
つ
き
抗
告
と
い
う

手
段
を
認
め
た
。
そ
の
理
論
構
成
は
人
の
関
心
を
惹
く
も
の
で
あ
る
の
で
引
用
す
る
。

論

《
民
事
訴
訟
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
ニ
「
天
災
其
他
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
事
変
ノ
為
メ
不
変
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
原
告
若
ク
ハ
被
告
ニ
ハ

申
立
ニ
因
リ
原
状
回
復
ヲ
許
ス
」
ト
ア
リ
其
第
百
七
十
六
条
第
二
項
ニ
ハ
「
即
時
抗
告
ノ
提
出
ヲ
憐
怠
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
原
状
回
復
ノ
申
立
ハ
不
服
ヲ
申
立

テ
ラ
レ
タ
ル
裁
判
ヲ
為
シ
タ
ル
裁
判
所
又
ハ
抗
告
裁
判
所
ニ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
得
」
ト
規
定
シ
ア
ル
ニ
依
レ
ハ
抗
告
ニ
付
キ
原
状
回
復
ノ
申
立
ヲ
為
ス

可
キ
場
合
ハ
正
当
ナ
ル
送
達
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
天
災
又
ハ
其
他
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
事
変
ノ
為
メ
ニ
不
変
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
リ
シ
ト

キ
ニ
限
ル
可
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
件
抗
告
人
申
立
ニ
依
レ
ハ
正
当
ノ
送
達
ナ
ク
其
期
間
ヲ
知
ル
能
ハ
サ
リ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
キ
此
場
合
ニ
珍
テ
ハ
原
状
回

復
ノ
申
立
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
其
第
百
七
十
四
条
第
二
項
ニ
故
障
期
間
ヲ
僻
怠
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
過
失
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
闘
席
判
決
ノ
送
達
ヲ
知

ラ
サ
リ
シ
場
合
ニ
モ
原
状
回
復
ノ
申
立
ヲ
許
ス
ノ
規
定
ア
ル
モ
此
規
定
ハ
該
法
条
ニ
明
示
ス
ル
如
ク
故
障
期
間
ヲ
僻
怠
シ
タ
ル
場
合
ニ
ノ
ミ
適
用
ス
可

キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
他
ノ
場
合
ニ
準
用
ス
可
キ
規
定
ニ
ア
ラ
ス
而
シ
テ
抗
告
ノ
手
続
ニ
付
テ
ハ
原
決
定
ノ
送
達
前
ニ
之
ヲ
為
ス
ヲ
許
サ
サ
ル
特
別
ノ
規
定
ナ

キ
ヲ
以
テ
送
達
前
ト
難
モ
之
ヲ
為
ス
ヲ
得
可
ク
本
件
ノ
如
キ
場
合
一
一
診
ケ
ル
訴
訟
手
続
ハ
他
ニ
其
規
定
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
此
場
合
ニ
診
テ
ハ
抗
告
ノ
前
提
ニ

公
示
送
達
ハ
違
法
ニ
シ
テ
無
効
ナ
リ
ト
ノ
事
実
理
由
ヲ
弁
明
ス
ル
ハ
必
要
ニ
付
キ
抗
告
人
カ
之
ヲ
原
状
回
復
ノ
申
立
ト
シ
テ
提
出
ス
ル
モ
即
チ
之
ヲ
抗

告
ニ
付
テ
ノ
不
変
期
間
ニ
関
ス
ル
弁
明
ト
看
倣
シ
其
当
否
ヲ
判
断
ス
可
キ
モ
ノ
タ
リ
:
:
:
」

こ
の
判
旨
は
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
公
示
送
達
は
無
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
す
る
と
送
達
は
な
い
に
等
し
い
。
す
る
と
不
変
期
間
は
走
り
出
さ

な
い
。
走
ら
な
い
不
変
期
間
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
か
と
い
っ
て
、

適
用
す
べ
き
法
規
が
欠
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
右
抗
告
棄
却
決
定
に
対
す
る
抗
告
と
い
う
手
段
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
(
し
か
も
、
原
状
回
復
の
申
立

て
を
抗
告
の
申
立
て
と
し
て
受
け
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
)
。
こ
れ
は
実
質
的
に
は
抗
告
の
追
完
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
追
完
す
る
訴
訟
行
為
た
る
抗
告
に

よ
り
開
始
さ
れ
る
訴
訟
手
続
に
冒
頭
に
お
い
て
公
示
送
達
の
無
効
を
主
張
し
《
不
変
期
間
ニ
関
ス
ル
弁
明
》
を
す
る
機
会
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
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不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
公
示
送
達
か
ら
の
救
済
の
手
段
は
上
訴
行
為
の
追
完
で
あ
る
と
す
る
説
の
先
駆
と
み
る
べ
き
か
。
前
述
(
一

3
注

(3))
の

よ
う
に
、
判
例
⑨
は
判
例
①
の
思
想
を
受
継
し
て
い
る
。
な
お
、
原
状
回
復
の
申
立
て
の
制
度
は
正
当
な

l
l実
質
的
な
要
件
も
具
備
し
た

l

|
送
達

を
前
提
と
す
る
と
解
す
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

(
ロ
)
判
例
④
は
、
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
き
訴
状
か
ら
判
決
に
至
る
ま
で
公
一
不
送
達
が
な
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
原
状
回
復
の
訴
え
に
よ
り
再
審

を
求
め
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
却
下
し
た
。
再
審
原
告
は
不
実
の
公
示
送
達
に
よ
り
自
分
に
利
益
な
証
書
を
提
出
す
る
機
会
を
失
わ
し
め
ら
れ
た
こ
と
は

原
状
回
復
の
訴
え
が
許
さ
れ
る
事
由
た
る
旧
民
訴
四
六
九
条
一
項
第
七
《
相
手
方
若
ク
ハ
第
三
者
ノ
所
為
ニ
依
リ
以
前
ニ
提
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
リ
シ

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

証
書
ニ
シ
テ
原
告
若
ク
ハ
被
告
ノ
利
益
ト
為
ル
可
キ
裁
判
ヲ
為
ス
ニ
至
ラ
シ
ム
可
キ
モ
ノ
ヲ
発
見
シ
タ
ル
ト
キ
》
に
該
当
す
る
と
主
張
し
た
。
判
例
④

は
、
《
原
状
回
復
の
理
由
を
主
張
す
る
に
は
前
訴
訟
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
或
利
益
な
る
証
書
を
新
に
発
見
し
た
る
こ
と
及
び
相
手
方
又

は
第
三
者
が
前
訴
訟
に
於
て
故
意
に
其
提
出
を
妨
害
し
た
る
こ
と
を
主
張
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
》
と
い
う
大
前
提
に
立
ち
、
再
審
原
告
の
主
張
は
《
前
訴
訟

に
診
て
提
出
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
或
利
益
の
証
書
を
新
に
発
見
し
た
り
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
》
ま
た
不
実
の
公
示
送
達
の
申
請
は
《
膝
訴
を
妨
害
す
る
の

目
的
に
出
で
た
る
も
の
と
云
ふ
を
得
べ
き
も
之
を
も
っ
て
或
証
書
の
提
出
を
故
意
に
妨
害
し
た
る
も
の
と
云
ふ
を
得
ず
》
と
答
え
た
。
嬢
訴
妨
害
は
当
然

に
証
書
提
出
妨
害
を
含
む
。
判
例
④
は
提
出
を
妨
害
さ
れ
た
証
書
を
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
包
括
的

な
慮
訴
妨
害
か
ら
救
済
さ
れ
る
べ
き
手
段
は
な
に
か
。
判
例
④
は
こ
れ
を
示
し
て
い
な
い
。
第
七
号
の
み
が
主
張
さ
れ
た
の
で
第
七
号
に
該
当
す
る
か
否

か
の
み
答
え
れ
ば
足
り
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
再
審
の
訴
え
の
訴
訟
物
は
な
に
か
と
い
う
問
題
に
も
関
す
る
判
例
で
あ
る
。

(
ハ
)
判
例
⑥
は
欠
席
判
決
が
不
実
の
申
立
て
に
よ
る
公
示
送
達
に
よ
り
送
達
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
原
状
回
復
の
申
立
て
の
手
段
を
認
め
故
障
期
間

の
悌
怠
の
効
果
を
免
れ
さ
せ
た
。
旧
民
訴
一
七
四
条
二
項
(
(
イ
)
を
み
よ
)
が
公
示
送
達
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
判
例
③
が
す
で
に
認
め
て

い
た
(
一

4
注
(

1

)

)

。
(
事
案
に
お
い
て
は
一
四
日
の
原
状
回
復
申
立
期
間
が
徒
遇
さ
れ
て
い
た
)
。

(
三
判
例
⑦
は
、
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
き
総
て
の
訴
訟
書
類
が
公
示
送
達
に
よ
り
送
達
さ
れ
て
判
決
が
確
定
し
た
事
案
に
つ
き
、
取
消
し
の
訴
え
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説

に
よ
り
再
審
を
求
め
る
こ
と
を
適
法
な
手
段
で
あ
る
と
認
め
た
。
再
審
事
由
と
し
て
は
旧
民
訴
四
六
八
条
一
項
第
四
《
訴
訟
手
続
ニ
一
般
テ
原
告
若
ク
ハ
被

比
ロ
カ
法
律
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
代
理
セ
ラ
レ
サ
リ
シ
ト
キ
》
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
理
由
を
《
蓋
シ
同
号
カ
前
訴
訟
手
続
ニ
診
テ
訴
訟
当
事
者
カ

論

法
律
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
代
理
セ
ラ
レ
サ
リ
シ
場
合
ト
雌
モ
尚
再
審
取
消
ノ
訴
ヲ
認
許
シ
タ
ル
律
意
ニ
鑑
ミ
レ
ハ
本
件
ノ
如
ク
訴
訟
当
事
者
ノ
一
方
ノ
故
意

ニ
基
ク
行
為
ニ
因
リ
他
方
カ
全
然
訴
訟
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ラ
レ
而
モ
不
利
ノ
判
決
確
定
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
場
合
ニ
砂
テ
ハ
前
記
法
条
ニ
依
リ
取

消
ノ
訴
ヲ
認
許
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ハ
同
条
ノ
律
意
ニ
適
合
ス
ル
所
以
ナ
レ
ハ
ナ
リ
》
。
法
条
の
「
律
意
」
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
こ
れ
を
事
案
に
あ

て
は
め
る
と
い
う
も
の
の
考
え
方
で
あ
る
。

(
ホ
)
判
例
⑩
は
、
寄
留
届
を
調
査
し
た
ら
容
易
に
住
所
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
の
に
公
示
送
達
の
申
立
て
が
あ
り
公
示
送
達
に
よ
り
訴
訟
手
続
が
運

ば
れ
つ
い
に
終
局
判
決
の
確
定
を
見
た
事
案
に
つ
き
、
こ
の
判
決
に
対
す
る
再
審
の
訴
え
に
基
づ
き
こ
の
判
決
を
取
消
し
て
再
審
被
告
の
請
求
を
棄
却

し
た
一
審
判
決
及
び
こ
れ
に
対
す
る
控
訴
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
と
も
に
破
棄
し
て
再
審
の
訴
え
却
下
の
自
判
を
し
た
。
原
判
決
は
、
《
此
ノ
場
合
公
示

送
達
ニ
ヨ
リ
終
ニ
実
質
上
訴
訟
手
続
ノ
進
行
ヲ
知
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
不
利
益
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ル
ハ
社
会
ノ
通
念
上
其
ノ
者
ノ
為
甚
シ
ク
冷
酷
》
で
あ
る
と

評
価
し
、
民
訴
四
二

O
条
一
項
三
号
の
場
合
と
《
同
一
ニ
論
》
ず
べ
き
も
の
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
審
院
は
、
③
《
住
所
寄
留
ノ
届
出
ヲ
為

シ
居
リ
シ
コ
ト
ヲ
認
メ
得
ル
ニ
止
マ
リ
果
シ
テ
現
実
当
該
寄
留
ノ
場
所
ニ
居
住
セ
シ
ヤ
否
ヤ
ハ
不
明
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
》
⑥
再
審
事
由
は
制
限
列
挙
で

〈
厳
格
ニ
解
釈
シ
テ
決
ス
ヘ
キ
モ
ノ
》
で
あ
る
と
こ
ろ
《
確
定
判
決
ノ
訴
訟
手
続
ハ
法
定
代
理
人
若
ハ
訴
訟
代
理
人
ニ
依
リ
テ
為
サ
レ
シ
モ
ノ
ニ
非
ス
従

テ
法
定
代
理
権
若
ハ
訴
訟
代
理
権
又
ハ
代
理
人
カ
訴
訟
行
為
ヲ
為
ス
ニ
必
要
ナ
ル
授
権
ノ
欠
歓
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
云
ヒ
得
サ
ル
コ
ト
淘
ニ
明
瞭
》
で

あ
る
か
ら
民
訴
四
二

O
条
一
項
三
号
に
該
当
し
な
い
と
判
示
し
た
。
寄
留
の
場
所
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
公
示
送
達
は
適
法
で
あ
り
再
審
の

訴
え
の
手
段
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
寄
留
の
場
所
に
居
住
し
て
い
た
ら
ど
う
か
。
故
意
に
不
実
の
申
立
て
を
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら

い
わ
ゆ
る
判
決
の
編
取
に
あ
た
ら
ず
再
審
の
訴
の
手
段
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
理
由
⑥
は
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
公
示
送

達
を
仮
定
し
た
上
で
の
論
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
論
で
あ
る
と
し
て
も
、
規
範
的
意
味
内
容
が
同
様
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
旧
民
訴
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四
六
八
条
一
項
第
四
と
民
訴
四
二

O
条
一
項
三
号
に
つ
い
て
、
判
例
⑦
及
び
判
例
⑩
の
原
判
決
は
目
的
解
釈
を
し
た
の
に
対
照
的
に
、
判
例
⑩
が
狭
く
文

一
言
解
釈
に
徹
し
た
の
が
眼
を
惹
く
。

(
へ
)
判
例
⑮
は
、
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
き
訴
状
・
呼
出
状
か
ら
判
決
に
至
る
ま
で
公
示
送
達
に
よ
り
送
達
さ
れ
た
訴
訟
手
続
に
よ
り
処
分
禁
止
の

仮
処
分
の
登
記
の
抹
消
を
命
ず
る
判
決
が
あ
っ
た
と
い
う
主
張
を
前
提
と
し
て
こ
の
判
決
の
無
効
を
主
張
し
て
仮
処
分
の
登
記
の
回
復
を
請
求
す
る
訴

え
が
提
起
さ
れ
た
事
件
に
つ
き
、
判
決
の
当
然
無
効
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
説
き
(
一

3
注
(

4

)

)

《
こ
の
理
は
当
事
者
が
相
手
方
の
送
達
場
所
を
知

り
な
が
ら
公
示
送
達
の
申
立
を
し
裁
判
長
を
欺
い
て
そ
の
許
可
を
得
、
相
手
方
の
出
頭
を
妨
げ
て
勝
訴
の
確
定
判
決
を
得
る
い
わ
ゆ
る
確
定
判
決
の
編

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

取
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
民
訴
法
第
四
二

O
条
第
一
項
五
号
に
よ
り
再
審
の
申
立
を
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
》
と
の
見
解
を
示
し

た
。
た
だ
し
、
事
案
に
つ
い
て
は
、
公
示
送
達
申
立
人
が
あ
る
住
所
地
を
送
達
名
宛
人
の
住
所
で
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
に
《
少
な
か
ら
ぬ
根
拠
が
あ
っ
た
》

か
ら
判
決
の
《
編
取
》
に
あ
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
判
決
の
踊
取
に
あ
た
る
場
合
に
は
い
か
な
る
行
為
が
刑
法
上
い
か
な
る
罪
名
に
あ
た
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
菊
井
・
村
松
「
全
訂
民
事
訴
訟
法
I
」
は
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
と
述
べ
て
い
る
(
追
補
版
九
七
三
頁
)
。
だ
が
、
ど
の
点
が
「
欺
問
」

で
あ
り
、
な
に
が
「
財
物
」
ま
た
は
「
財
産
上
不
法
の
利
益
L

に
該
当
す
る
の
か
(
大
塚
仁
「
刑
法
概
説
(
各
論
)
」
二

O
六
頁
注
(
五
)
、
内
田
文
昭
「
刑

法
各
論
」
〔
第
二
版
〕
三
二
三
頁
参
照
)
問
題
が
残
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

(
ト
)
判
例
⑮
は
、
離
縁
判
決
に
対
す
る
再
審
の
訴
え
に
つ
き
、
公
示
送
達
申
立
人
が
送
達
名
宛
人
の
住
所
を
知
り
な
が
ら
公
示
送
達
を
申
し
立
て
て

判
決
を
得
た
の
は
民
訴
四
二

O
条
一
項
三
号
に
あ
た
る
と
い
う
主
張
に
対
し
、
判
例
⑩
と
同
様
に
こ
れ
を
否
定
し
、
判
例
⑮
と
同
様
に
民
訴
四
二

O
条
一

項
五
号
の
要
件
に
該
当
す
る
可
能
性
を
肯
定
し
た
。
事
案
に
つ
い
て
は
再
審
の
訴
え
の
除
斥
期
間
(
民
訴
四
二
四
条
三
項
)
の
徒
過
を
判
断
し
た
。
判
例

⑮
は
判
例
⑩
の
理
由
⑥
の
ほ
か
に
民
訴
四
二

O
条
一
項
三
号
に
あ
た
ら
な
い
理
由
と
し
て
公
示
送
達
の
手
続
が
裁
判
長
の
許
可
が
な
さ
れ
た
以
上
有
効

で
あ
る
こ
と
と
公
示
送
達
は
受
送
達
者
の
欠
席
に
よ
り
被
る
こ
と
が
あ
る
不
利
益
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
し
裁
判
長
が
欺
か
れ
て
許

可
を
し
た
場
合
に
は
、
許
可
を
基
礎
と
し
た
公
示
送
達
の
手
続
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
生
ず
る
失
権
を
回
復
さ
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説

せ
る
の
が
正
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の
判
例
⑮
は
上
訴
の
追
完
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
公
示
送
達
は
そ
も
そ
も
主
張
・
立
証
の
機
会
を
失
す
る
こ
と
を

予
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
判
例
①
が
い
う
よ
う
に
、
正
当
な
公
示
送
達
が
あ
っ
た
場
合
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
判
決
の
踊
取
の
場

論

合
も
同
様
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
で
あ
ろ
う
。

(
チ
)
判
例
⑮
は
、
被
告
が
そ
の
本
籍
地
に
居
住
し
な
い
で
別
の
場
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
本
籍
地
を
被
告
の
住
所
地
と
称
し
て
訴

え
を
提
起
し
受
送
達
者
の
住
所
が
不
明
で
あ
る
と
し
て
被
告
に
対
す
る
書
類
の
送
達
に
つ
き
公
示
送
達
の
申
立
て
を
し
た
の
に
対
し
許
可
が
あ
り
公
示

送
達
が
行
わ
れ
被
告
不
出
頭
の
ま
ま
審
理
判
決
が
さ
れ
そ
の
判
決
の
送
達
も
ま
た
公
示
送
達
の
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
被

告
が
控
訴
の
追
完
の
手
段
を
と
っ
た
こ
と
を
適
法
な
も
の
と
認
め
た
(
控
訴
を
適
法
と
し
一
審
判
決
を
取
り
消
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
控
訴
審
判
決
を

支
持
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
)
。
応
訴
を
妨
害
す
る
故
意
・
意
図
に
つ
い
て
ま
で
は
論
及
し
て
い
な
い
。

(
リ
)
判
例
⑮
は
、
夫
の
妻
に
対
す
る
離
婚
請
求
訴
訟
に
お
い
て
夫
が
妻
の
住
所
を
知
り
な
が
ら
所
在
不
明
で
あ
る
と
し
て
公
示
送
達
の
申
立
て
を
し

許
可
を
得
て
離
婚
判
決
の
送
達
も
公
示
送
達
の
方
法
に
よ
っ
た
事
案
に
つ
き
、
控
訴
し
た
妻
が
離
婚
判
決
の
送
達
の
無
効
と
控
訴
の
追
完
の
適
法
と
を

主
張
し
た
の
に
対
し
、
許
可
に
基
づ
く
公
示
送
達
は
有
効
と
解
す
る
と
答
え
(
一

3
注
(

2

)

)

、
控
訴
の
追
完
の
適
法
を
認
め
た
。
そ
の
大
前
提
と
し
て

判
例
⑫
は
《
公
示
送
達
が
適
法
に
な
さ
れ
た
と
き
に
、
受
送
達
者
が
そ
の
事
実
を
了
知
し
な
い
で
不
変
期
間
を
徒
過
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
不
知
に
つ
き

過
失
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
た
め
に
訴
訟
行
為
の
追
完
を
許
す
べ
き
も
の
で
あ
る
》
と
述
べ
る
。
そ
こ
で
公
示
送
達

が
違
法
に
な
さ
れ
た
と
き
は
別
の
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
公
示
送
達
は
適
法
か
違
法
か
。
判
例
⑫
は
、
事
案
を
《
公
示
送
達

申
立
人
に
お
い
て
相
手
方
(
訴
に
お
い
て
被
告
と
さ
れ
る
べ
き
者
)
の
住
所
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
不
明
で
あ
る
と
称
し
て
公
示
送
達
を
実
施
さ
せ
た
場

合
〉
に
該
当
す
る
と
判
断
し
な
が
ら
公
示
送
達
が
適
法
に
な
さ
れ
た
と
み
て
い
る
。
判
例
⑫
が
公
示
送
達
を
適
法
と
す
る
根
拠
は
裁
判
長
の
許
可
に
基
づ

い
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
公
示
送
達
申
立
の
悪
質
性
が
裁
判
長
の
許
可
|
|
許
可
す
る
こ
と
が
巳
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
|
|
に

よ
っ
て
稀
釈
さ
れ
て
公
示
送
達
が
適
法
と
な
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
な
く
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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(
ヌ
)
判
例
⑫
は
、
ア
メ
リ
カ
人
夫
の
日
本
人
妻
に
対
す
る
代
物
弁
済
に
よ
る
本
登
記
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
妻
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
住
所
を
知
り

な
が
ら
日
本
に
お
け
る
別
の
場
所
を
最
後
の
住
居
と
表
示
し
て
訴
状
を
提
出
し
送
達
場
所
不
明
と
し
て
公
示
送
達
の
申
立
て
を
し
た
の
に
対
し
、
許
可

が
あ
り
そ
の
後
公
示
送
達
の
方
法
に
よ
り
審
理
が
進
め
ら
れ
て
判
決
に
至
り
こ
の
判
決
の
送
達
も
公
示
送
達
の
方
法
に
よ
り
な
さ
れ
た
と
い
う
場
合
に

っ
き
、
控
訴
の
追
完
を
認
め
た
。
認
め
た
趣
旨
は
判
例
⑮
と
同
じ
で
あ
る
。
判
例
⑮
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
点
は
、
夫
が
奏
の
住
所
を
知
っ
て
い
た

こ
と
を
《
推
認
》
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
証
拠
か
ら
の
認
定
は
す
べ
て
性
質
上
推
認
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
心
証
の
程
度
に
比
例
し
て
不
実
の
悪
質
性
の

程
度
に
差
が
生
ず
る
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

(
ル
)
判
例
⑮
は
、
夫
の
妻
に
対
す
る
婚
姻
無
効
の
訴
え
の
手
続
が
公
示
送
達
に
よ
り
進
め
ら
れ
婚
姻
無
効
判
決
も
公
示
送
達
に
よ
り
送
達
さ
れ
て
確

定
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
妻
が
再
審
の
訴
え
を
提
起
し
民
訴
四
二

O
条
一
項
の
三
号
、
五
号
、
七
号
の
事
由
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
五
号
、
七
号
に
基

づ
く
主
張
を
不
適
法
と
し
三
号
に
基
づ
く
主
張
を
適
法
と
し
た
。
そ
の
議
論
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
③
《
当
事
者
が
そ
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ

る
事
由
で
口
頭
弁
論
期
日
に
出
頭
で
き
ず
、
攻
撃
防
禦
方
法
の
提
出
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
判
決
さ
れ
、
そ
の
判
決
が
確
定
し
た
よ
う
な
場
合

も
》
三
号
の
再
審
事
由
に
該
当
す
る
。
⑥
《
再
審
事
由
の
規
定
は
、
原
則
と
し
て
制
限
的
に
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
る
て
①
《
過
失
な
く
公
示
送
達
を

了
知
し
な
か
っ
た
た
め
、
訴
訟
追
行
の
機
会
が
奪
わ
れ
た
と
し
て
も
、
公
示
送
達
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
趣
旨
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に

同
号
の
再
審
事
由
に
該
当
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
て
④
し
か
し
な
が
ら
《
当
事
者
が
、
相
手
方
の
送
達
場
所
を
知
っ
て
い
な
が
ら
公
示

送
達
の
申
立
を
な
し
、
又
は
、
送
達
場
所
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
重
大
な
過
失
に
よ
り
知
ら
ず
に
公
示
送
達
の
申
立
を
な

し
、
公
示
送
達
を
許
可
を
得
た
う
え
、
勝
訴
判
決
を
得
た
と
い
う
場
合
の
よ
う
に
、
公
示
送
達
制
度
が
本
来
予
定
し
て
い
た
実
質
的
要
件
を
欠
く
よ
う
な

場
合
に
ま
で
、
過
失
な
く
し
て
公
示
送
達
を
了
知
し
え
ず
、
そ
の
た
め
訴
訟
追
行
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
当
事
者
に
再
審
に
よ
る
不
服
申
立
を
拒

む
の
は
酷
に
失
す
る
》
。
判
例
⑮
は
以
上
の
こ
と
を
大
前
提
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
事
案
に
つ
い
て
は
再
審
被
告
が
相
手
方
の
送
達
場
所
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
及
び
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
認
定
し
て
再
審
議
求
を
棄
却
し
た
。
控
訴
の
追
完
と
い
う
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手
段
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
判
例
⑩
⑧
と
つ
き
あ
わ
せ
る
と
き
、
法
文
の
解
釈
方
法
の
差
異
が
興
味
を
起
こ
す
。

(
ヲ
)
判
例
⑮
は
原
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
不
実
で
あ
る
と
こ
ろ
の
公
示
送
達
の
申
立
て
に
基
づ
き
相
手
方
不
出
頭
の
ま
ま
離
婚
・
離
縁
の
判
決
が
な
さ

論

れ
こ
れ
も
公
示
送
達
の
方
法
に
よ
り
送
達
さ
れ
て
こ
の
判
決
が
確
定
し
た
の
に
対
し
民
訴
四
二

O
条
一
項
三
号
に
基
づ
き
再
審
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た

事
件
に
つ
い
て
の
判
決
で
あ
る
。
第
一
審
は
再
審
の
訴
え
を
却
下
し
た
。
控
訴
審
は
(
大
阪
高
判
昭
和
五
六
・
一

0
・
八
)
控
訴
を
棄
却
し
た
。
そ
の
理

由
の
骨
子
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
③
公
示
送
達
の
瀬
庇
に
よ
っ
て
判
決
が
確
定
し
た
と
い
う
場
合
は
右
三
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
が

規
定
の
文
言
上
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
⑥
殺
庇
あ
る
公
示
送
達
手
続
に
よ
っ
て
確
定
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
の
当
事
者
に
救
済
方
法
と
し
て
上
訴
申
立

の
追
完
と
い
う
途
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
更
に
そ
の
上
に
再
審
の
規
定
の
文
理
を
甚
だ
し
く
離
れ
て
解
釈
し
て
ま
で
再
審
の
訴
え
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
実
質
的
理
由
は
乏
し
い
。
理
由
③
は
判
例
⑮
を
踏
襲
し
た
文
言
解
釈
で
あ
り
こ
れ
に
は
判
例
⑮
の
目
的
解
釈
が
対
立
す
る
。
理
由
⑥
は
判
例
⑭

と
同
様
上
訴
追
完
と
い
う
手
段
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
例
⑬
は
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
い
た
と
い
う
液
庇
は
存
し
な
い
と
こ
ろ
の
正
当
な

公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
本
件
は
公
示
送
達
が
実
際
に
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
掲
載
誌
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
(
原
判
決
を

筆
者
は
み
て
い
な
い
)
。
ま
た
、
上
訴
の
追
完
の
途
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
再
審
の
訴
え
と
し
て
は
不
適
法
で
あ
っ
て
も
上
訴
の
追
完

の
申
立
て
と
し
て
受
け
と
っ
て
手
続
を
す
す
め
る
こ
と
が
公
役
務
を
行
う
機
関
の
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
上
告
審
た
る
最
高
裁
は
上
告

棄
却
の
理
由
と
し
て
《
上
告
人
の
主
張
す
る
事
由
は
民
訴
法
四
二

O
条
一
項
三
号
の
再
審
事
由
に
該
当
し
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
と
し
て
是

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
》
と
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
判
例
に
お
い
て
は
救
済
の
手
段
と
し
て
確
定
し
た
も
の
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
追
完
の
制
度
は
正
常
な
送
達
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
異
常
な
公
示
送
達
に
つ
い
て
は

別
段
の
評
価
を
下
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
ど
う
い
う
救
済
方
法
が
こ
の
別
段
の
評
価
に
見
合
う
の
か
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え
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ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

不
変
期
間
を
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
@
期
間
の
進
行
を
知
っ
て
い
た
が
期
間
を
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

と
@
期
間
の
進
行
を
知
ら
な
い
が
ゆ
え
に
期
間
を
道
守
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
と
に
わ
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
@
の
場
合
に

2 

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

つ
い
て
は
不
遵
守
の
原
因
が
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
@
は
場
合
に
つ
い
て
は
不
知
の
原
因
が
「
責
ニ

帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
@
の
場
合
は
多
く
は
不
変
期
間
の
進
行
を
始
め
さ
せ
る
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
送
達
に
つ
い
て
は
送
達
名
宛
人
が
送
達
書
類
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
送
達
と
そ
う
で
な
い
公
示
送
達

と
を
区
別
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
を
対
象
と
す
る
。

(
1
)
旧
民
訴
一
七
四
条
は
、
不
変
期
間
の
憐
怠
か
ら
の
回
復
の
条
件
を
「
天
災
其
他
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
事
変
」
が
僻
怠
の
原
因
で
あ
る
場
合
に
限
つ

た
(
一
項
)
。
た
だ
し
、
故
障
期
間
(
こ
れ
も
不
変
期
間
で
あ
る
|
|
旧
民
訴
二
五
五
条
二
項
)
の
僻
怠
の
場
合
に
つ
い
て
は
右
の
原
因
の
ほ
か

に
「
其
過
失
ニ
非
ス
シ
テ
闘
席
判
決
ノ
送
達
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
」
こ
と
が
慨
怠
の
原
因
で
あ
る
場
合
を
と
く
に
認
め
た
(
二
項
)
。
こ
の
送
達
に
は
公

示
送
達
も
含
ま
れ
る
と
判
例
③
は
解
釈
し
た
(
一
4
注
(

1

)

)

。
欠
席
判
決
の
制
度
(
旧
民
訴
二
四
六

1
二
六
五
条
)
は
消
滅
し
た
。
し
か
し
、

当
事
者
が
不
出
頭
の
ま
ま
終
局
判
決
を
す
る
こ
と
は
存
続
し
た
。
す
な
わ
ち
、
故
障
の
制
度
は
消
滅
し
上
訴
制
度
に
吸
収
さ
れ
た
。
故
障
の
制
度

の
消
滅
に
よ
り
適
法
な
故
障
に
よ
り
訴
訟
が
欠
席
前
の
程
度
に
復
す
る
こ
と
(
旧
民
訴
二
六

O
条
)
も
無
く
な
っ
た
。

旧
法
に
お
け
る
「
天
災
其
他
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
事
変
L

に
よ
る
縦
断
怠
は
本
文
の
@
の
場
合
に
該
当
し
、
「
閥
席
判
決
ノ
送
達
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
」
こ

と
は
@
の
場
合
に
該
当
す
る
。
現
行
一
五
九
条
一
項
は
こ
の
二
つ
の
場
合
を
包
含
す
る
一
個
の
命
題
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
な
お
@
の
場
合
に
つ

い
て
は
さ
ら
に
、
期
間
満
了
前
に
期
間
の
進
行
を
知
っ
た
場
合
と
期
間
満
了
後
に
は
じ
め
て
期
聞
が
進
行
し
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合
と
に
わ
け
る

こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

3 

公
示
送
達
は
送
達
場
所
不
明
の
場
合
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
送
達
場
所
が
不
明
で
あ
る
か
否
か
は
社
会
通
念
に
よ
り
判
断
す
る
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説

ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
手
続
的
に
は
通
常
の
調
査
方
法
を
講
じ
て
も
な
お
不
明
で
あ
る
場
合
に
不
明
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
「
送
達
場
所
不
明
」
が
公
示
送
達
の
要
件
で
あ
る
。
公
示
送
達
の
効
力
は
送
達
を
受
く
べ
き
者
が
公
示
送
達
の
事
実
を
知
ら
な
く
て
も

生
ず
る
。
「
送
達
場
所
不
明
」
は
送
達
場
所
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
公
示
送
達
に
よ
り
送
達
名

論

宛
人
は
不
利
益
を
被
る
が
、
そ
れ
は
公
示
送
達
制
度
の
反
射
的
結
果
で
あ
り
、
送
達
名
宛
人
に
責
め
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
い
う
な

れ
ば
送
達
場
所
が
不
明
の
場
合
に
は
責
任
問
題
と
は
関
係
な
く
公
示
送
達
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
で
は
責
に
帰
す

べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
り
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
判
例
が
ど
う
い
う
場
合
に
こ
れ
を
認
め
た
か
に
つ
い
て
は

す
で
に
紹
介
し
た
こ

5
1
9
)
。
問
題
点
を
つ
き
つ
め
る
と
ど
う
な
る
か
。

送
達
場
所
を
探
求
す
る
作
業
は
当
該
当
事
者
の
関
係
の
種
類
(
夫
婦
で
あ
る
と
か
、
賃
貸
借
関
係
と
か
)
な
ど
に
よ
り
一
様
で
は
な
い
。

4 
そ
こ
で
、
調
査
が
(
裁
判
所
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
当
事
者
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
)
多
か
れ
少
か
れ
結
果
的
に
み
て
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

起
こ
る
。
調
査
不
十
分
は
し
か
し
公
示
送
達
の
無
効
・
取
消
し
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
調
査
不
十
分
の
公
示
送
達
の
申
立
て
を
裁
判

長
が
許
可
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
裁
判
長
の
過
失
を
問
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
し
か
し
公
示
送
達
に
よ
る
不
利
益
を
受
送
達

者
は
と
う
ぜ
ん
に
甘
受
す
べ
し
と
い
う
結
論
に
短
絡
す
る
も
の
で
は
な
い
。
甘
受
す
る
た
だ
し
特
段
の
事
由
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い

と
す
る
か
甘
受
し
な
い
た
だ
し
特
段
の
事
由
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
と
す
る
か
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
民
訴
一
五
九
条
が
公
示
送
達

を
知
ら
な
い
で
不
変
期
間
を
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
き
、
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
由
」
と
い
う
の
は
、

た
だ
し
、
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
由
」
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
、
と
い

知
ら
な
く
て
も
追
完
は
で
き
な
い
、

う
意
味
に
お
け
る
事
由
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

5 

送
達
場
所
は
「
明
」
か
「
不
明
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
い
わ
ゆ
る
「
不
明
」
の
な
か
に
は
調
査
を
十
分
に
行
な
っ

た
が
「
不
明
」
で
あ
る
と
い
う
の
と
調
査
不
十
分
の
ゆ
え
に
「
不
明
」
で
あ
る
と
い
う
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
場
合
が
あ
る
。
「
明
」
で
あ
る
が
「
不
明
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
「
不
明
」
と
判
断
す
る
と
い

う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
民
訴
一
五
九
条
が
適
用
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
不
利
益
を
甘
受
す
べ
き
で
な
い
と

い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
存
す
る
。
こ
れ
が
問
題
の
焦
点
で
あ
る
。
そ
し
て
見
解
が
分
か
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

法
規
に
は
麗
い
概
念
を
用
い
る
も
の
と
狭
い
概
念
を
用
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
相
対
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
民
訴
一
五
九
条
一
項
は

前
者
に
属
し
同
四
二

O
条
一
項
三
号
は
後
者
に
属
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
文
字
解
釈
は
適
当
で
は
な
く
目
的
解
釈
を
必
要
と
す
る
。
制
限

的
に
厳
格
解
釈
を
す
る
こ
と
自
体
目
的
解
釈
の
ひ
と
つ
の
手
法
で
あ
る
。
制
限
解
釈
を
す
べ
き
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
一
致
し
な
が
ら
右
三

号
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
解
釈
(
判
例
⑩
)
と
こ
れ
に
当
た
る
と
い
う
解
釈
(
判
例
⑮
)
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
法
規
が
要
件
事
実

6 
を
狭
い
概
念
で
も
っ
て
規
定
し
て
い
る
と
き
は
こ
れ
を
例
示
と
し
て
と
ら
え
て
こ
れ
を
具
現
の
一
例
と
す
る
と
こ
ろ
の
よ
り
抽
象
的
な
規
範

を
例
示
さ
れ
た
要
件
事
実
に
対
す
る
の
と
同
様
の
法
規
制
を
し
て
は
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
他
の
事
実
に
適
用
す
る
こ
と
の
当
否
を
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
あ
る
法
規
が
要
件
事
実
を
広
い
概
念
で
も
っ
て
規
定
し
て
い
る
と
き
は
広
が
り
過
ぎ
を
ー
ー
し
た
が
っ
て

そ
の
形
式
的
適
用
を
|
|
警
戒
し
そ
の
法
規
が
有
す
る
実
質
的
な
規
範
的
意
味
を
探
求
し
こ
の
意
味
の
規
範
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
事
実
を

も
っ
て
抽
象
的
要
件
事
実
の
具
現
で
あ
る
と
限
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
解
釈
手
法
そ
れ
自
体
は
な
に
も
生
産
し
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
こ
れ
ら
の
条
文
を
制
定
し
た
人
々
は
ど
う
い
う
内
容
を
観
念
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
民
訴
一
五
九
条
の
文
言
の
沿
革
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
立
法
に
当
た
っ
た
人
が
な
に
を
考
え
て
い
た
か
を
知
る
た
め
で
あ
る
。

7 (
イ
)
明
治
二
三
年
法
律
二
九
号
(
旧
民
訴
法
)
及
び
大
正
一
五
年
法
律
六
一
号
(
現
民
訴
法
)
の
成
立
に
い
た
る
草
案
の
文
一
奮
を
筆
者
が
追
跡
す
る

た
め
に
手
許
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
①
「
訴
訟
規
則
L

(

テ
ッ
ヒ
ヨ

l
訴
訟
規
則
修
正
原
按
の
邦
訳
)
②
「
委
員
修
正
民

事
訴
訟
規
則
」
、
③
「
訴
訟
法
草
案
」
(
テ
ツ
ヒ
ヨ

l
)
、
④
「
訴
訟
法
草
案
」
(
モ
ツ
セ
。
ド
イ
ツ
文
で
あ
る
)
、
⑤
「
民
事
訴
訟
法
議
案
」
、
⑥
「
修
正
民
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事
訴
訟
法
草
案
」
、
⑦
「
民
事
訴
訟
法
再
調
査
案
」
、
⑧
明
治
二
三
年
法
律
二
九
号
、
⑨
改
正
案
(
明
治
三
六
年
、
法
典
調
査
会
)
(
北
海
道
大
学
所
蔵
官
叶
・

由
国
O
)

⑮
起
草
委
員
会
案
、
⑪
起
草
案
委
員
会
修
正
案
。

論

①
か
ら
⑪
に
至
る
経
緯
は
小
山
昇
「
独
立
当
事
者
参
加
訴
訟
の
控
訴
審
の
構
造
」
(
北
大
法
学
論
集
第
二
六
巻
第
一
号
一
九
七
五
年
)
の
注

(
4
)
に

お
い
て
簡
単
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

《
第
十
七
条

原
被
告
期
日
文
ハ
期
限
ヲ
怠
慢
シ
タ
ル
時
ハ
其
為
ス
へ
キ
訴
訟
上
ノ
所
為
ヲ
禁
止
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
》
(
①
。
第
二
項
略
)
。
こ
れ
を

受
け
て
《
第
十
八
条

怠
慢
シ
タ
ル
訴
訟
上
所
為
ハ
此
法
律
ニ
珍
テ
之
ヲ
追
補
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
シ
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
後
日
之
ヲ
追
補
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
》

(
①
)
。
〈
第
二
百
十
二
条

原
告
若
ク
ハ
被
告
期
日
若
ク
ハ
期
限
ヲ
怠
リ
タ
ル
時
ハ
其
期
日
期
限
ニ
為
ス
ヘ
キ
訴
訟
上
ノ
行
為
ヲ
禁
止
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ

ト
ス
》
(
②
)
。
こ
れ
を
受
け
て
《
第
二
百
十
四
条

怠
慢
シ
タ
ル
訴
訟
上
ノ
行
為
ハ
比
法
律
ニ
珍
テ
其
追
補
ヲ
許
ス
ヘ
キ
場
合
ニ
限
リ
之
ヲ
追
補
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
》
(
②
)
。
③
の
第
二

O
一
条
第
一
項
は
②
の
第
一
一
一
一
一
条
と
同
文
。
③
の
第
二

O
二
条
は
②
の
第
一
二
四
条
と
同
文
。

で
は
、
ど
う
い
う
場
合
が
《
此
法
律
一
一
於
テ
其
追
補
ヲ
許
ス
へ
キ
場
合
》
か
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
。
①
は
欠
席
手
続
を
別
扱
い
し
た
。
そ
し
て
「
控

訴
」
「
上
告
」
「
裁
判
手
続
ノ
再
施
」
(
再
審
の
こ
と

l
筆
者
)
「
故
障
」
(
抗
告
の
こ
と
|
筆
者
)
を
一
括
し
て
「
上
訴
」
と
し
た
(
第
五
編
第
一
章
第
一

条
)
。
①
は
「
憐
怠
判
決
」
に
対
し
て
は
「
非
常
異
議
ヲ
申
立
」
て
る
こ
と
を
認
め
、
「
上
訴
」
呈
出
期
限
の
僻
怠
に
つ
い
て
は
「
故
態
依
復
ノ
申
立
」
を

認
め
た
。
②
に
お
い
て
は
、
再
審
を
上
訴
に
含
め
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
上
訴
と
再
審
を
切
り
は
な
し
、
欠
席
判
決
に
対
す
る
「
故
障
申
立

ノ
期
限
」
「
控
訴
」
の
期
限
、
「
上
告
」
の
期
限
、
「
抗
告
」
の
期
限
、
「
再
審
ノ
訴
」
の
期
限
の
僻
怠
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
「
非
常
故
障
ノ
申
立
」
、
「
非

常
控
訴
L

、
「
非
常
上
告
」
、
「
非
常
抗
告
」
、
「
非
常
再
審
ノ
訴
」
を
認
め
た
。
③
は
②
を
ほ
ぽ
文
言
ど
お
り
踏
襲
し
た
。
③
の
文
言
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る

第
四
百
十
二
条
〔
②
で
は
四
三
九
条
〕

故
障
申
立
ノ
期
限
ヲ
空
過
シ
タ
ル
原
告
若
ク
ハ
被
告
ハ
左
ノ
場
合
ニ
胎
テ
非
常
故
障
ノ
申
立
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

天
災
其
他
ノ
事
変
ニ
因
リ
定
期
ノ
期
限
内
ニ
故
障
ノ
申
立
ヲ
為
ス
能
ハ
サ
リ
シ
時
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自
己
ノ
過
失
ニ
非
ス
シ
テ
閥
席
判
決
書
ノ
送
達
ア
知
ラ
サ
リ
シ
時

第
四
百
八
十
三
条
〔
②
で
は
五
一

O
条〕

原
被
告
天
災
其
他
ノ
事
変
ニ
因
リ
期
限
内
ニ
控
訴
ヲ
為
ス
能
ハ
サ
リ
シ
時
ハ
非
常
控
訴
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
五
百
十
四
条
〔
②
で
は
五
四
八
条
〕

控
訴
人
被
控
訴
人
天
災
其
他
ノ
事
変
ニ
因
リ
期
限
内
ニ
上
告
ヲ
為
ス
能
ハ
サ
リ
シ
時
ハ
非
常
上
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

非
常
上
告
ヲ
為
ス
ニ
付
テ
ハ
第
四
百
八
十
四
条
以
下
ノ
規
則
ヲ
適
用
ス

第
五
百
二
十
九
条
〔
②
で
は
五
六
二
条
〕

此
法
律
ニ
抗
告
期
限
ヲ
定
メ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
原
被
告
天
災
其
他
ノ
事
変
-
一
因
リ
期
限
内
ニ
抗
告
ヲ
為
ス
能
ハ
サ
リ

シ
時
ハ
抗
告
ヲ
提
出
ス
可
キ
裁
判
所
ニ
非
常
抗
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

非
常
抗
告
ニ
付
テ
ハ
第
四
百
八
十
四
条
以
下
ノ
規
則
ニ
準
拠
ス
可
シ
但
非
常
抗
告
ヲ
為
シ
得
へ
キ
期
限
ハ
其
事
変
ノ
止
ミ
タ
ル
ヨ
リ
七
日
ナ
リ
ト
ス

第
五
百
四
十
八
条
〔
②
で
は
五
八
一
条
〕

原
被
告
天
災
其
他
ノ
事
変
一
一
因
リ
期
限
内
ニ
再
審
ノ
訴
ヲ
為
ス
能
ハ
サ
リ
シ
時
ハ
非
常
再
審
ノ
訴
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

非
常
再
審
ノ
訴
ニ
付
テ
ハ
第
四
百
八
十
四
条
以
下
ノ
規
則
ニ
準
拠
ス
可
シ

こ
れ
ら
の
規
定
は
一
か
条
の
規
定
に
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
注
)
当
時
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
第
一
一
一
一
条
の
文
言
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
田
口
旬
句
白
『

g
r
当
旦
与
巾
仏
己
円
円
F
Z白
Z
5
5
-
m
E
g冊
。
仏
巾
『

sa巾
5
5白
g
m
E
g
B
N
E
R
-
-巾
〈
巾
門
医
ロ
号
ユ

g
a
g
-
P巾
-
5
2
2古田
Z
一
日
岳
山
一
円
巾
ロ
咽
宮
山
口
『
〉
ロ
門
『
諸
島
巾

5
a巾
E
5
2
2ロ
m
E
骨
ロ

〈。『日開巾ロ

ω
g邑
2
2
m
-
-
g
(〉
宮
・
日
)
・
出
血
丹
巾

-
5
2
5一
色
町
巴
ロ
呂

E
n
Z
E印
門
〈
巾
司
明
白
口
百
円
・

g
z
-青
島
巾
巧
一
刊
号
叶
巾

-
2
2包
括

E
n
y
E
E

N
E
巾ユ

a-2・4
司巾ロロ回目巾
4
0
ロ
己
巾
円

N
口
間
同
巾
ロ
ロ
ロ
肉
色
巾
印
〈
巾
吋
印
阻
ロ
ヨ
口
一
回
ロ
ユ
色
町
。
『
ロ
叩
庄
司
〈
巾
『
印
円

}
E
E巾ロ
W
巾
一
口
市
開
巾
ロ
ロ

E
-
n
q
E口
問
同
}
岡
山
門
(
〉
σ∞・
N
)
・

」
れ
が
②
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
参
照
さ
れ
た
。

《
天
災
又
ハ
其
他
抗
拒
シ
得
へ
カ
ラ
サ
ル
事
変
ニ
依
リ
不
変
期
限
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ラ
レ
タ
ル
原
被
告
ノ
一
方
ニ
ハ
其
申
立
-
一
依
リ
故
態
依

復
ヲ
許
ス
へ
キ
モ
ノ
ト
ス
》
。
(
第
二
項
)
《
原
被
告
ノ
一
方
異
議
ノ
期
限
ヲ
慨
怠
シ
タ
ル
場
合
ニ
珍
テ
ハ
其
過
失
ナ
ク
シ
テ
僻
怠
判
決
書
ノ
送
達
ヲ
知
了
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セ
サ
リ
シ
時
ニ
モ
亦
之
ニ
故
態
依
復
ヲ
許
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
》
。

ち
な
み
に
、
④
の
モ
ツ
セ
の
案
の
第
一
五
二
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
回
日
目
M

同門同町
r
d司巾
-ny巾
包
ロ
巾
ロ
吋
R
B
E
O己
2
2
5
F
E
〈
R
8
2
5
F

論

目的同

B
X
門田巾吋〈
O
R
g
M巾
F
B巾
口
弘
巾
ロ
司
g
N巾
由
回
目
岡
田
口
門
出
口
ロ
関
白
E
m巾凹
nv-。印田町
p
-ロ
由
。
毛
色
門
門
回
目
巾
凹
巾
印
の
巾
凹
2
N
E
n
Z
門出巾

Z
白
nyFO}ロロ関門同巾門田巾
]σ
巾ロ

m
g仲田仲丹市同(〉
σ∞-
H
)
・
口
町

m22N--nF巾
ロ
旬
。

-m巾
ロ
門
ぽ
円
〈
巾
門
田
白
巾
ロ
B
E留
守
巾
窓
口
司
。
ロ
印
巾
】
ぴ
丘
町
E
・
由
。
町
内
『
口
口
付
宮
内
回
目

2
0加
の
∞
認
定
包
ロ
巾
ロ
白
口
町

〈巾吋当日司

E
W
Yロロ関門凶冊目同州巾
n
Z凹ロ同
n
y
p巴
-
m
m
q一n
y
g
gロ
〉
ロ
円
E
m
色
町
聞
の
巾
関
口
巾
叶
凹
巾
吋
問
。
邑
巾
円
円
(
〉
σ由・
N
)
・

①
の
前
掲
第
一
七
条
に
は
第
二
項
が
あ
り
、
こ
れ
が
②
に
お
い
て
第
二
一
三
条
と
な
っ
た
。
そ
の
文
言
は
《
怠
慢
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
結
果
ハ
此
法
律
に
珍

テ
対
手
人
ヨ
リ
法
律
上
ノ
損
害
ヲ
被
ム
ラ
シ
ム
ル
ノ
申
立
ヲ
要
ス
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
怠
慢
者
直
チ
ニ
其
責
ニ
任
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
》
で
あ
る
。
②
の
前

掲
第
二
一
二
条
第
一
一
一
一
二
条
第
一
二
四
条
と
④
の
第
一
五
二
条
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
前
者
は
ド
イ
ツ
民
訴
法
第
一
一
一
一
条
に
で
は
な
く
、
モ
ツ
セ

案
に
近
似
し
て
い
る
。
③
の
第
二

O
一
条
第
二
項
は
②
の
第
一
二
三
条
と
同
文
で
あ
る
。

(
ロ
)
訴
訟
行
為
の
追
完
に
関
す
る
③
の
体
系
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
、
字
句
の
修
正
を
経
た
の
み
で
⑤
と
な
っ
た
。
⑤
を
審
議
し
た
会
議
は
明
治
二

O
年
一
一
一
月
か
ら
翌
二
一
年
一

O
月
の
聞
に
五
三
回
も
た
れ
た
。
こ
の
間
に
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
一
一
一
一
条
が
参
照
さ
れ
そ
の
趣
旨
が
採
用
さ
れ
た
。

そ
の
原
文
は
前
に
掲
げ
た
。
そ
の
翻
訳
は
前
掲
の
も
の
と
異
な
り
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
項
《
天
災
又
ハ
其
他
遊
ク
へ
カ
ラ
サ
ル
事
変
ニ
因
リ

不
可
変
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ラ
レ
タ
ル
原
告
文
ハ
被
告
ニ
ハ
申
立
ニ
因
リ
原
状
回
復
ヲ
許
与
ス
》
。
第
二
項
《
原
告
又
ハ
被
告
カ
故
障
ノ
期
間

ヲ
憐
怠
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
過
館
一
一
ア
ラ
ス
シ
テ
慨
怠
判
決
書
ノ
送
達
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
場
合
ニ
珍
テ
モ
亦
之
ニ
原
状
回
復
ヲ
許
与
ス
》
。
こ
の
翻
訳
文
言
が

そ
の
ま
ま
庶
務
担
任
報
告
委
員
が
明
治
二
一
年
五
月
三
日
に
同
五
日
の
会
議
の
会
議
議
案
(
第
二
二
号
、
総
則
の
規
定
の
一
部
で
、
そ
の
な
か
に
《
第
四

節

憐
怠
ノ
結
果
及
ヒ
原
状
回
復
》
を
含
む
)
と
し
て
送
付
し
た
議
案
の
第
一
七
二
条
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
⑥
の
第
一
七
二
条
と
な
り
、

こ
れ
が
字
句
の
修
正
を
経
て
⑦
の
第
一
七
四
条
と
な
り
、
そ
の
文
言
の
ま
ま
⑧
の
第
一
七
四
条
と
な
っ
た
。
そ
の
反
面
と
し
て
訴
訟
行
為
の
追
完
に
聞
す
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る
⑤
の
体
系
を
表
示
す
る
各
条
文
は
議
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
。

(
ハ
)
追
完
の
要
件
の
変
化
は
ど
う
か
。
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
一
一
一
一
条
(
前
掲
)
は
天
災
ま
た
は
そ
の
他
の
不
可
避
の
事
故
を
一
般
的
要
件
と
し

(
第
二
唄
)
、

と
く
に
欠
席
判
決
に
対
す
る
異
議
の
期
間
の
悌
怠
に
つ
い
て
は
過
失
な
く
し
て
そ
の
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
附
加
し
た
(
白
ロ
吾

仏国ロロ
l
第
二
項
)
。
①
②
③
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
欠
席
判
決
に
対
す
る
異
議
の
期
間
の
憐
怠
に
つ
い
て
は
右
の
二
種
の
要
件
を
一
号
二
号
に
分
け

て
併
列
し
、
上
訴
期
間
、
再
審
期
間
の
憐
怠
に
つ
い
て
は
天
災
ま
た
は
そ
の
他
の
不
可
避
の
事
故
の
み
を
要
件
と
し
た
。
(
欠
席
判
決
に
つ
い
て
の
み
不

可
避
事
故
と
帰
責
事
由
な
き
送
達
の
不
知
が
追
完
の
要
件
と
さ
れ
た
)
。
⑤
か
ら
⑧
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
民
訴
訟
法
第
一
一
一
一
条
の
規

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

定
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。

(
ニ
)
明
治
二
三
年
法
律
二
九
号
(
⑧
。
明
治
二
三
年
四
月
二
一
日
付
官
報
号
外
)
。
の
第
)
七
四
条
は
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る
。
第
一
項
《
天
災
其

他
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
事
変
ノ
為
ニ
不
変
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
原
告
若
ク
ハ
被
告
ニ
ハ
申
立
ニ
因
リ
原
状
回
復
ヲ
許
ス
》
。
第
二
項
《
原
告
若

ク
ハ
被
告
カ
故
障
期
間
ヲ
悌
怠
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
過
失
ニ
非
ス
シ
テ
関
席
判
決
ノ
送
達
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
場
合
ニ
珍
テ
モ
亦
之
ニ
原
状
回
復
ヲ
許
ス
》
。
文

言
上
第
一
項
と
第
二
項
の
関
係
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
第
二
項
は
欠
席
判
決
の
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
限
定
し
て
の
定
め
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の

他
の
判
決
の
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
事
案
は
場
合
に
よ
り
第
一
項
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
と
り
わ
け
、
公
示
送
達
は
こ
れ
を
知
ら
な
い
こ

と
が
予
定
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
第
一
項
が
こ
れ
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
判
決
が
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
公
示
送
達
に
よ
り
送

達
さ
れ
た
と
き
は
通
常
は
判
決
の
送
達
を
過
失
に
非
ら
ず
し
て
知
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
第
二
項
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
法

過
程
の
審
議
に
お
い
て
ど
う
い
う
議
論
が
こ
の
点
に
つ
い
て
存
し
た
か
。
こ
れ
を
知
る
資
料
が
手
に
入
ら
な
い
。
当
時
の
概
説
書
に
反
映
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
て
み
る
。
旧
民
訴
時
代
の
概
説
書
を
見
れ
ば
足
り
よ
う
。
旧
法
時
代
の
概
説
書
を
見
た
つ
い
で
に
現
行
民
訴
へ
の
移
行
期
の
概
説
書
も
見

た

そ
う
い
う
も
の
と
し
て
、
在
札
の
ま
ま
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
下
記
の
も
の
で
あ
る
。
③
本
田
康
直
・
今
村
信
行
共
著
「
民
事
訴
訟
法
註
解
」
(
全
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説

一
二
冊
。
第
一
冊
は
明
治
二
三
年
八
月
、
第
一
一
一
冊
は
明
治
三

O
年
二
月
。
今
村
は
法
律
取
調
報
告
委
員
で
あ
っ
た
)
、
⑥
宮
城
浩
減
「
民
事
訴
訟
法
正

義
」
上
(
明
治
二
六
年
以
前
か
)
、
@
江
木
衷
「
民
事
訴
訟
原
論
」
(
明
治
二
六
年
)
、
④
高
木
豊
一
ニ
「
民
事
訴
訟
法
論
綱
」
(
第
一
巻

1
第
四
巻
、
第
一
巻

論

明
治
二
八
年
七
月
、
第
四
巻
明
治
二
九
年
四
月
。
高
木
は
法
典
調
査
委
員
で
あ
っ
た
)
、
@
伊
藤
悌
治
「
民
事
訴
訟
法
正
解
」
(
第
三
版
明
治
三
五
年
。
初

版
は
明
治
三
四
年
)
、
①
今
村
信
行
「
民
事
訴
訟
法
註
解
」
上
巻
(
明
治
三
六
年
)
、
⑧
岩
田
一
郎
講
述
「
民
事
訴
訟
法
」
(
第
二
編
明
治
三
六
年
度
和
悌

法
律
学
校
、
第
一
編
明
治
三
八
年
法
政
大
学
講
義
)
、
⑥
今
村
信
行
講
「
民
事
訴
訟
法
」
(
第
一
編
、
第
二
編
。
明
治
三
九
年
度
早
稲
田
大
学
講
義
)
、
①

岩
田
一
郎
「
民
事
訴
訟
法
原
論
」
上
巻
(
明
治
四

O
年
)
、
同
第
三
版
(
明
治
四
二
年
)
、
同
第
六
版
(
大
正
二
年
)
、
①
仁
井
田
益
太
郎
「
民
事
訴
訟
法

要
論
」
(
上
、
中
、
下
、
明
治
四

O
年

i
同
四
一
年
)
、
⑧
岩
田
一
郎
「
民
事
訴
訟
法
大
要
」
(
明
治
四
三
年
)
、
①
仁
井
田
益
太
郎
「
民
事
訴
訟
法
大
綱
」

(
大
正
二
年
)
、
⑪
雑
本
朗
造
「
民
事
訴
訟
法
」
(
大
正
五
年
度
京
大
講
義
、
非
売
品
上
、
中
、
下
)
、
@
佐
伯
兼
次
郎
「
民
事
訴
訟
法
通
義
」
第
五
版
(
大

正
六
年
。
初
版
明
治
四
二
年
)
、
@
仁
井
田
益
太
郎
「
改
訂
増
補
民
事
訴
訟
法
大
綱
」
(
大
正
七
年
)
、
同
第
三
版
(
大
正
九
年
)
、
⑨
早
川
菊
三
郎
「
民
事

訴
訟
法
論
」
(
大
正
一
三
年
)
、
⑨
前
田
直
之
助
「
民
事
訴
訟
法
講
義
」
(
第
一
編
第
四
版
大
正
一
五
年
(
初
版
大
正
二
二
年
)
と
第
二
編
よ
り
第
五
編
ま

で
第
五
版
大
正
十
五
年
(
初
版
大
正
一

O
年
)
の
合
本
)
、
①
板
倉
松
太
郎
「
新
訂
民
事
訴
訟
法
綱
要
」
改
訂
第
八
版
(
昭
和
二
年
、
初
版
大
正
二
年
)
、

⑤
勅
使
河
原
直
三
郎
「
改
正
民
事
訴
訟
法
概
論
」
(
昭
和
三
年
)
、
同
第
一
五
版
(
昭
和
九
年
)
、
①
岩
本
勇
次
郎
ニ
ニ
ケ
尻
好
人
「
新
民
事
訴
訟
法
要
論
」

上
巻
(
昭
和
三
年
)
、
同
第
四
版
(
昭
和
四
年
)
、
同
下
巻
(
昭
和
三
年
)
、
@
菊
井
維
大
「
民
事
訴
訟
法
」
(
現
代
法
律
学
全
集
、
昭
和
四
年
)
、
①
細
野

長
良
「
民
事
訴
訟
法
要
義
」
第
三
巻
第
五
版
(
昭
和
九
年
、
初
版
昭
和
六
年
)
、
同
第
四
巻
(
昭
和
九
年
)
、
@
松
岡
義
正
「
新
民
事
訴
訟
法
註
釈
」
第
四

巻
(
昭
和
九
年
、
松
岡
は
起
草
委
員
会
の
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
)
。

こ
の
う
ち
③
か
ら
⑨
ま
で
が
旧
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
、
欠
席
判
決
で
な
い
判
決
が
不
実
の
申
立
て
に
よ
り
公
示
送
達
に

よ
り
送
達
さ
れ
た
場
合
に
第
一
七
四
条
が
適
用
に
な
る
の
か
他
の
規
定
が
適
用
に
な
る
の
か
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、

い
わ
ん
や
第
一
七
四
条
の
第
二
項

が
類
推
適
用
に
な
る
の
か
に
言
及
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
は
立
法
過
程
に
お
い
て
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
時
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の
人
々
は
そ
の
点
、
に
ま
で
細
か
く
考
え
る
こ
と
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
ホ
)
明
治
二
三
年
法
律
二
九
号
は
制
定
後
ま
も
な
く
改
正
の
議
が
起
こ
っ
た
。
旧
法
典
調
査
会
案
(
明
治
三
六
年
、
⑨
)
に
お
い
て
は
《
第
百
九
十

五
条

当
事
者
カ
天
災
其
他
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
故
ノ
為
メ
ニ
不
変
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
申
立
ニ
因
リ
テ
原
状
回
復

ヲ
許
ス
へ
シ
当
事
者
カ
過
失
ニ
非
ス
シ
テ
閥
席
判
決
ノ
送
達
ヲ
知
ラ
サ
ル
カ
為
メ
ニ
故
障
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
シ
ト
キ
亦
同
シ
》
と
規
定

さ
れ
た
。
こ
の
案
は
法
律
と
な
る
に
歪
ら
ず
同
調
査
会
は
廃
止
さ
れ
た
。
明
治
四

O
年
に
法
律
取
調
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
大
正
八
年
七

月
に
廃
止
さ
れ
、
司
法
省
に
同
年
民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
同
委
員
会
は
内
部
に
起
草
委
員
会
を
設
け
た
。
起
草
委
員
会
は
起
草

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

委
員
会
案
(
⑩
)
を
作
成
し
た
。
そ
の
第
一
五

O
条
は
《
当
事
者
カ
天
災
其
他
己
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
故
ノ
為
メ
不
変
期
間
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ

シ
場
合
ニ
珍
テ
ハ
其
事
故
ノ
止
ミ
タ
ル
後
一
週
間
内
ニ
限
リ
慨
怠
シ
タ
ル
行
為
ノ
追
完
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
》
と
規
定
し
た
。
こ
の
案
は
総
会
で
審
議
さ
れ

そ
こ
で
出
た
意
見
を
割
酌
し
て
起
草
委
員
会
は
修
正
案
を
作
成
し
た
(
⑪
)
。
修
正
案
第
一
五

O
条
は
⑮
の
第
一
五

O
条
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
修
正

案
が
審
議
さ
れ
条
文
が
整
理
さ
れ
、
大
正
一
四
年
一
月
一
五
日
の
総
会
の
決
議
を
経
て
、
民
事
訴
訟
法
案
が
確
定
し
、
こ
れ
が
大
正
一
五
年
法
律
六
一
号

と
な
っ
た
。

起
草
委
員
会
案
(
⑩
)
を
議
題
と
し
た
総
会
の
審
議
の
速
記
録
を
出
版
し
た
も
の
を
見
た
。
第
一
五

O
条
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
速
記
録
で

あ
っ
た
。
起
草
委
員
会
の
修
正
案
(
⑪
)
を
審
議
し
た
総
会
の
速
記
録
を
見
た
。
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
(
大
正
一
四
年
六
月
二
一
二
日
第
五
二
回
)
。

《
O
山
内
確
三
郎
君
:
:
:
〔
八
行
ば
か
り
省
略
す
る
|
筆
者
〕
:
:
:
そ
れ
か
ら
百
五
十
条
の
「
天
災
其
他
己
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ノ
為
メ
」
と
云
ふ
の
は

徐
り
事
を
客
観
的
に
書
い
た
の
で
誤
解
を
生
す
る
、
之
は
刑
事
訴
訟
法
の
文
字
に
倣
っ
て
「
其
責
ニ
帰
ス
可
ラ
サ
ル
事
由
ニ
依
リ
」
と
改
め
る
こ
と
を
適

当
と
す
る
、
従
っ
て
其
次
に
あ
る
。
「
事
故
」
の
故
は
由
と
し
て
「
事
由
」
と
云
ふ
こ
と
に
改
め
る
、
斯
う
云
ふ
こ
と
に
致
し
た
い
。

〔
「
異
議
ナ
シ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

O
委
員
長
(
河
村
譲
三
郎
君
)
其
通
り
決
し
ま
す
》
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説

こ
う
し
て
、
第
一
五

O
条
に
お
い
て
は
「
天
災
其
他
己
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
故
ノ
為
メ
」
が
「
其
ノ
責
ニ
帰
ス
へ
カ
ラ
サ
ル
事
由
ニ
因
リ
」
に
変
っ
た
。

そ
し
て
第
一
五

O
条
は
条
文
整
理
の
結
果
第
一
五
九
条
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
第
五
一
回
帝
国
議
会
(
貴
衆
両
院
)
の
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。
民
事
訴
訟

論

法
改
正
法
律
案
委
員
会
速
記
録
〔
抄
録
で
あ
る
が
〕
(
昭
和
四
年
法
曹
会
発
行
)
の
大
正
一
五
年
二
月
一
一
一
二
日
の
会
議
の
部
分
を
見
る
と
、
第
一
五
九
条

に
つ
い
て
、
右
の
変
化
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

(
へ
)
以
上
の
経
過
か
ら
な
に
が
わ
か
る
か
。
現
行
第
一
五
九
条
の
「
責
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
由
L

と
い
う
の
は
、
欠
席
判
決
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

の
で
欠
席
判
決
の
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
事
由
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
天
災
其
他
巳
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル

事
故
」
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
判
決
の
送
達
を
知
つ
て
は
い
た
が
不
変
期
間
を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
事
由
で
あ
り
旧
法
の
文
言

で
は
狭
す
ぎ
る
か
ら
こ
の
文
言
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
上
に
、
判
決
の
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
の
事
由
を
も
含
む
も
の
か
ど
う
か
は
、
以
上
の
経
過
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。
山
内
確
三
郎
の
前
記
発
言
も
こ
の
点
に
つ
い
て
な
に
か
を
知
ら
し
め
る

も
の
で
は
な
い
。

(
ト
)
大
正
一
五
年
法
律
六
一
号
の
立
法
過
程
に
お
い
て
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
く
判
決
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
ど
う
扱
わ
れ
る
か
に

つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
右
法
律
に
関
す
る
概
説
書
に
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
前
掲
⑨
か
ら
⑧
ま
で
の
文
献
を
見
た
。
文
献
①
を
除

い
て
は
右
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。
文
献
①
の
み
が
《
只
当
事
者
カ
不
法
ニ
公
示
送
達
ノ
申
立
ヲ
利
用
シ
罰
セ
ラ
ル
へ
キ
行
為
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ

再
審
ノ
訴
ニ
依
リ
テ
確
定
判
決
ノ
取
消
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
(
民
訴
四
二

O
第
一
項
第
五
号
、
旧
訴
四
六
九
第
一
項
第
二
号
)
(
註
二
)
》
と
述
べ
、
(
註

一
一
)
に
お
い
て
《
出
色
】
当
宵

ω苫
F

H

∞
己
・
巴
由
》
と
い
う
ふ
う
に
依
拠
し
た
文
献
を
示
し
て
い
る
。

日
本
法
の
法
規
の
立
法
の
沿
革
を
辿
っ
て
も
そ
の
適
用
範
囲
が
判
明
し
な
い
と
き
に
は
、
日
本
法
の
法
規
の
文
言
を
定
め
る
に
当
た

り
範
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
法
の
当
該
条
文
の
解
釈
が
、
日
本
法
の
法
規
の
解
釈
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

8 明
治
二
三
年
法
律
二
九
号
(
旧
民
訴
法
)
第
一
七
四
条

(
7
(
ニ
)
)
の
範
と
な
っ
た
一
八
七
七
年
(
公
布
)
ド
イ
ツ
民
訴
法
典
第
一
一
一
一
条

(
7
(
イ
)
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注
)
の
解
釈
を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
そ
の
文
言
の
そ
の
後
の
変
遷
と
辿
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
イ
)
第
一
一
一
一
条
が
第
二
三
三
条
に
な
っ
た
。
文
言
に
変
化
は
な
い
。

一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
民
訴
法
改
正
法
律
(
問
。
巴
・
自
呂
田
由
民
器
見
出

ω
-
N印
A
Y
ω
・
ωhpN)

。

(
ロ
)
第
二
三
三
条
第
一
項
に
お
い
て
、
合
同
ロ
m
H
4
2
E
Z》
と

す
E
N
Z
Y
白
-Sる
と
の
間
に
合
門
日
常
内
同
庁
間
耐
巾
三
位
。
日
耳
鳴
音
色

g
m田
町
一
印
。
が
挿
入

さ
れ
た
。

一
九
一

O
年
五
月
二
二
法
律
(
第
三
条
第
二
項
)
に
よ
る
改
正
。

(
ハ
)
同
条
第
一
項
に
お
い
て
、
合
内
田
巾
『
門
出
向
河
町
4
円曲目。ロ曲
σ巾関門
CECロ
何
回
宝
印
丹
》
が
す
円
回
目
吋
仏
ぽ
司
己
免

N
R
回巾関門位ロ門回口
ι

円高円同問吋∞巾

E
E口
問
。
仏
巾
円
己
負

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

岡山内
W
4
2
Zる
に
改
め
ら
れ
た
こ
九
二
二
年
一
二
月
一
二
日
法
律
。

ω丹色ロ・』。ロ
E
N
O〉
ロ
戸
田
三
口
M
W

河内凶ロ吋・巳同)。

(
ニ
)
第
二
三
三
条
の
文
言
が
一
九
七
六
年
に
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
《
者
白
『
巾
一
口
巾
同
》
白
ス
m-
。
宮
町
庄
司
〈

R
R
Y
E
-
a
g
S吾
宮
号
3
・
巾
宮
町

Z

O
仲
間
円
一
位
。
仏
巾
円
色
巾
明
江
印
門

NCH・∞
om叶
ロ
ロ
門
吉
岡
高
仏
巾
円
切
巾
門
戸
民
ロ
ロ
m-
門同巾円・河巾
Aim-
。ロ
O
円山内山岡・仏巾円切巾印
nyJ司巾円門田巾口同
n
F
Z
S
H
巾・町一山由国〉
σ印・
N

O
円凶巾吋金巾

P
E
母
国
間

N
E
〉
Z
・
同
色
ロ

N吾
同
一
丹
市
ロ
・
由
。
庄
一
官
同
三
〉
三
日
開
ヨ

a
q
m
-
5
2包
括
吉
母
ロ
〈
。
ュ

m
g
ω
g邑
N
C
m
g答
日
ロ
》
。

の
思
巾
〈
巾
話
一
ロ
p
n
v
zロ関田口
O
〈巾
-
Z
は
「
天
災
ま
た
は
そ
の
他
の
避
く
べ
か
ざ
る
事
故
に
よ
り
」
を
寸
帰
責
事
由
な
く
し
て
」
に
改
め
、
欠
席
判
決
を
知

一
九
七
六
年

ら
な
か
っ
た
場
合
に
関
す
る
第
二
項
を
廃
止
し
た
の
で
あ
る

G
Z
Z・守口
g
g
〉
ロ
戸
田
三
口
戸
月
色

R
・
5
3
0
こ
れ
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
現
行

日
本
民
訴
第
一
五
九
条
と
近
似
す
る
規
定
構
造
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
一
八
七
七
年
民
訴
法
典
の
第
一
一
一
一
条
の
成
立
の
過
程
及
び
そ
の
後
の
そ
の
文
言
の
改
正
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
議
論
が

9 
あ
っ
て
ど
ん
な
理
由
で
そ
う
な
っ
て
行
っ
た
か
を
辿
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
に
照
ら
す
と
き
は
、
割
受
し
で
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
目
的
と
の
関
係
で
は
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
第
二
三
三
条
に
つ
い
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
確
認
す
れ
ば
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。
以

下
に
こ
れ
を
試
み
る
。

(
イ
)
判
決
の
送
達
の
不
知
は
欠
席
判
決
の
送
達
の
不
知
に
限
ら
な
い
。
第
二
三
三
条
一
項
は
判
決
の
送
達
の
不
知
の
場
合
を
含
む
(
切
C
E
C
2・〈・
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説

NH
・
品
・
呂
町
円
切
の
国
N
N
印
・
ロ

l

z』
巧
呂
町
吋
-
E
0
0
2
『-HN)
。
判
決
の
送
達
の
不
知
は
判
決
の
公
示
送
達
の
不
知
を
含
む
(
河

p
cぇ
・
〈
-
N
H
T
E

呂
志
与
者

5
2・
ミ
c
Z司
-
N
∞
)
。
こ
の
場
合
の
原
状
回
復
の
要
件
は
不
知
が
天
災
そ
の
他
避
く
べ
か
ら
ざ
る
事
故
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
(
前
掲
切
の
国
N

論

N

印
"
戸
』
巧

E
2・ミ
c
Z『-
M
∞
)
。
帰
責
事
由
な
く
し
て
と
い
う
要
件
は
欠
席
判
決
の
送
達
の
場
合
に
の
み
例
外
と
し
て
適
用
さ
れ
る
宙
の
出
N
自
・
口
)
。

判
決
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
一
事
で
は
こ
れ
を
不
可
避
事
故
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
知
ら
な
い
こ
と
の
原
因
が
不
可

避
事
故
で
あ
る
場
合
に
救
済
さ
れ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

(
ロ
)
そ
れ
で
は
、
原
告
が
被
告
の
住
所
を
知
っ
て
い
る
の
に
公
示
送
達
が
被
告
に
対
し
な
さ
れ
た
と
い
う
場
合
は
不
可
避
事
故
で
は
な
い
の
か
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
一
つ
の
判
例
が
あ
る
。
こ
の
判
例
の
事
案
は
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
被
告
の
住
所
不
明
を
ど
の
よ
う
に
し
て
判
定
す
る
か
を
知
ら

し
め
る
も
の
で
あ
る
の
で
煩
を
厭
わ
ず
紹
介
し
よ
う
。

問
。

CH百
件
'
〈
・

N
O巾

NAwgσ
巾
同

-
H
S
P
問
。
印
タ

N
S
'

〔
事
実
の
経
過
〕

X
女
と

Y
男
は
一
八
八
七
年
四
月
一
五
日
に
婚
姻
。

X
は
B
村
に
居
住
。

Y
は
一
八
八
九
年
B
村
を
離
村
。

一
八
九

O
年
六
月
X
は

オ
ル
デ
ン
プ
ル
グ
地
裁

(FC
に
Y
を
相
手
方
と
し
婚
姻
生
活
の
回
復
を
求
め
る
訴
え
を
起
こ
し
訴
え
の
公
示
送
達
を
求
め
た
。

X
は
主
張
し
た
。

Y

は
、
以
前
に
も
あ
っ
た
こ
と
だ
が
、

X
と
子
供
ら
を
遺
棄
し
た
。

Y
の
現
存
の
住
所
は
不
明
。
多
分
、
以
前
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
じ
く
、
ア
メ
リ
カ

に
旅
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

Y
に
つ
い
て
そ
の
後
破
産
が
開
始
し
た
。
以
上
の
よ
う
に

X
は
主
張
し
た
。

Y
の
住
所
不
明
の
証
明
と
し
て
、

B
村
の
村
長

(の巾
H
d
a
ロ円四巾〈
O
吋
由
同
市
『
巾
『
)
の
一
八
九

O
年
六
月
一
一
日
付
の
、

Y
は
一
八
八
九
年
七
月
一
日
に
こ
っ
そ
り

B
村
を
離
れ
、
そ
れ
以
来
彼
が
ど
こ
に
滞
在

し
て
い
る
か
の
情
報
は
な
い
、
と
い
う
証
明
書
を
提
出
し
た
。
地
裁
は
訴
状
の
公
示
送
達
を
許
可
し
た
。
公
示
送
達
は
裁
判
所
掲
示
版
へ
の
貼
付
及
び
帝

国
官
報
に
抜
粋
の
掲
載
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
一
八
九

O
年
一
一
月
七
日
の
口
頭
弁
論
期
日
に

Y
の
側
か
ら
は
何
者
も
出
頭
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
判
決

が
あ
っ
た
。

Y
は
こ
か
月
以
内
に

X
の
も
と
に
戻
り
婚
姻
を
つ
づ
け
る
べ
し
、
こ
れ
に
反
し
た
と
き
は

X
の
申
立
て
に
基
づ
き
婚
姻
は
離
婚
さ
る
べ
し
、

そ
し
て

Y
は
離
婚
に
つ
き
有
賓
と
さ
る
べ
し
、
と
の
判
決
が
あ
っ
た
。
こ
の
判
決
の
公
示
送
達
が
、

X
の
弁
護
士
の
申
立
て
に
よ
り
、
一
八
九

O
年
一
一
一
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月
一
二
日
に
、
裁
判
所
掲
示
版
へ
の
貼
付
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

一
八
九
一
年
四
月

X
の
弁
護
士
は

Y
を
相
手
方
と
し
て
新
た
な
呼
出
し
(
戸
田
合
口
問
)

を
し
た
。

Y
は
今
日
ま
で

X
の
許
に
戻
ら
ず

Y
の
居
所
は
以
前
と
同
じ
く
不
明
で
あ
る
、
よ
っ
て
婚
姻
は
離
婚
さ
る
べ
し
、

Y
は
こ
れ
に
つ
き
有
責
と
宣

言
さ
る
べ
し
、
と
の
申
立
て
を
提
出
す
る
こ
と
を
通
告
す
る
呼
出
し
で
あ
る
。

X
の
弁
護
士
は
、
同
時
に
、

X
の
夫
は
そ
れ
以
来
婚
姻
生
活
の
継
続
に
再

び
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
X
の
二
人
の
隣
人
の
証
明
書
に

N
村
の
村
長
が
認
証
の
署
名
を
し
た
も
の
を
提
出
し
て
右
の
呼
出
し
の
公
示
送

達
を
申
し
立
て
た
。
こ
の
公
示
送
達
も
前
と
同
じ
く
裁
判
所
掲
示
板
へ
の
鮎
付
及
び
ド
イ
ツ
帝
国
官
報
へ
の
呼
出
状
の
抜
粋
の
掲
載
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
一
八
九
一
年
六
月
一
九
日
の
口
頭
弁
論
期
日
に

Y
の
た
め
に
何
者
も
出
頭
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
判
決
が
出
た
。
当
事
者
間
の
婚
姻
は
離
婚
さ
れ
る
、

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

Y
は
こ
れ
に
つ
き
有
責
と
宣
言
す
る
、
と
い
う
判
決
で
あ
る
。
こ
の
期
日
に
、

X
の
弁
護
士
は

Y
へ
の
判
決
の
公
示
送
達
を
申
し
立
て
た
。
受
訴
裁
判
所

は
同
年
六
月
二
二
日
に
職
権
で
双
方
へ
の
送
達
を
、

Y
に
は
公
示
の
方
法
に
よ
る
も
の
を
、
命
じ
た
。
裁
判
所
書
記
官
は
こ
れ
に
基
づ
き
一
八
九
一
年
七

月
一
四
日
に
判
決
の
正
本
を
裁
判
所
掲
示
板
に
貼
付
し
た
。

一
九

O
三
年
一
一
月
一
一
目
、

Y
の
控
訴
状
が
オ
ル
デ
ン
プ
ル
グ
控
訴
院
(
。
戸
の
)
に
届
い
た
。
控
訴
院
は
こ
の
控
訴
状
を
同
月
一
六
日
に
第
一
の
訴

訟
の

X
の
弁
護
士
に
送
達
し
、
例
の
二
つ
の
判
決
の
再
度
の
送
達
を
併
せ
行
っ
た
。
口
頭
弁
論
の
期
日
に

Y
は
陳
述
し
た
。
右
の
二
つ
の
判
決
の
公
示
送

達
は
形
式
的
に
は
正
し
く
実
施
さ
れ
た
、
し
か
し
公
示
送
達
の
要
件
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
無
効
(
己
口
三
叶
W
E
B
)
で
あ
っ
た
。

Y
の
住
所

は
、
右
の
二
つ
の
判
決
の
送
達
の
時
に
は
、
〔
回
復
の
〕
訴
え
及
び
そ
の
後
の
〔
離
婚
の
た
め
の
〕
呼
出
し
の
公
示
送
達
の
時
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
同

じ
く
、
不
明
で
は
な
か
っ
た
、
と
く
に

X
は
Y
の
住
所
を
知
っ
て
い
た
、
だ
か
ら
、
本
件
公
示
送
達
は
す
べ
て
編
取
し
た
も
の
で
あ
る
。
仕
事
が
う
ま
く

行
か
な
い
せ
い
で
生
じ
た
不
和
の
あ
げ
く
X
と
Y
は
、
再
度
以
前
の
よ
う
に
短
期
間
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
確
か
な
生
計
の
道
を
見
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し

た
ら
直
ち
に

X
が
子
供
ら
と
と
も
に
後
か
ら
行
く
、
と
い
う
こ
と
に
一
致
し
た
。

Y
は
初
め
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
、
つ
い
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

X
に

手
紙
を
書
き

X
の
返
事
を
受
け
と
っ
た
、

X
と
Y
は
一
九

O
二
年
ま
で
規
則
的
に
互
に
手
紙
の
交
換
を
し
た
、
と
陳
述
し
た
。

Y
は
X
宛
の
二
通
の
手
紙

の
写
し
と

X
の
Y
宛
の
い
く
つ
か
の
手
紙
の
原
本
と
を
提
出
し

X
に
そ
の
真
正
に
つ
い
て
宣
誓
を
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

Y
は
さ
ら
に

X
に
規
則
的
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説

に
金
を
送
っ
た
こ
と
を
、
と
く
に
一
八
九
一
年
一
二
月
九
日
か
ら
一
九

O
一
年
一
一
一
月
一

O
日
ま
で
に
こ
れ
こ
れ
の
額
を
送
っ
た
と
、
主
張
し
た
。

X
は

金
を
手
に
い
れ
て
お
り
受
領
を
確
認
し
た
。

X
は
離
婚
が
あ
っ
た
こ
と
に
一
度
も
触
れ
な
か
っ
た
〔
X
は
離
婚
判
決
を
送
達
さ
れ
る
ま
で
知
ら
な
か
っ

論

た。

X
の
弁
護
士
は
知
っ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る

l
筆
者
〕
。

Y
は
X
に
訴
え
、
呼
出
し
、
二
つ
の
判
決
の
公
示
送
達
が
あ
っ
た
頃
に

Y

の
住
所
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
宣
誓
供
述
を
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

Y
は
二
つ
の
判
決
の
取
消
し
と
訴
え
の
棄
却
を
申
し
立
て
た
。

X

は
Y
が
原
本
で
提
出
し
た
手
紙
の
真
正
を
認
め

Y
が
写
し
で
出
し
た
手
紙
が
真
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

X
は
、
求
め
ら
れ
た
宣
誓
を
供

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

X
は
、
一
八
九

O
年
二
一
月
に
は
、

X
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
そ
の
ア
ド
レ
ス
は
知
ら
な

か
っ
た
、
と
つ
け
加
え
た
。

第
一
の
判
決
の
言
渡
し
後
に
は
、

X
は
夫
の
住
所
を
知
っ
て
い
る
か
と
再
び
問
わ
れ
る
こ
と
は
い
ち
ど
も
な
か
っ
た
〔
こ
の
点
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
|
筆
者
〕
。
第
二
の
判
決
に
つ
い
て
は

X
は
送
達
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
判
決
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

Y
が
申
し
立
て
た
送
金
額
に
つ
い
て
は

X

は
そ
の
金
額
を
受
け
と
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

控
訴
院
は

X
の
申
立
て
を
容
れ

Y
の
控
訴
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
た
。

Y
の
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

〔
判
決
理
由
か
ら
〕
当
事
者
の
住
所
が
実
際
に
は
不
明
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
公
示
送
達
を
相
手
方
当
事
者
が
編

取
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
後
に
な
っ
て
判
明
し
た
場
合
に
は
、
民
訴
旧
条
文
第
一
八
六
条
第
一
項
新
条
文
第
二

O
三
条
第
一
項
の
規
定
(
公
示
送
達
の

要
件
)
は
適
用
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
上
告
理
由
は
考
え
る
が
、
原
判
決
は
実
質
的
に
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
公
示
の
方

法
に
よ
る
送
達
の
実
施
の
た
め
の
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。
第
二

O
三
条
は
、
ど
う
い
う
場
合
が
「
住
所
不
明
L

に
当
た
る
か
を
明
示

し
て
い
な
い
。
公
示
送
達
は
当
事
者
が
裁
判
所
に
申
請
し
裁
判
所
が
許
可
し
て
裁
判
所
書
記
官
が
職
権
に
よ
り
実
施
す
る
(
第
二

O
四
条
第
一
項
)
。
申

請
当
事
者
は
送
達
名
宛
人
の
住
所
が
彼
に
不
明
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
お
よ
そ
一
般
に

(CZ吾
E
U
C
不
明
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
を
受
訴
裁
判
所
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
証
拠
は
、
通
常
、
役
所
の
証
明
書
に
よ
り
ま
た
は
事
情
に
よ
っ
て
は
信
頼
で
き
る
私
人
の
確
言
|
|
こ
の
者
の
署
名
が
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公
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
ー
ー
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
請
当
事
者
が
、
相
手
方
当
事
者
の
住
所
を
探
求
す
る
手
段
を

も
っ
て
い
て
そ
れ
を
お
よ
そ
利
用
し
な
か
っ
た
の
で
は
か
い
か
と
い
う
疑
念
が
浮
ん
で
く
る
場
合
は
、
申
請
人
自
身
を
尋
問
す
る
こ
と
に
す
る
適
当
な

場
合
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
裁
判
所
が
提
出
さ
れ
た
証
拠
か
ら
前
述
の
意
味
に
お
け
る
〔
ロ
宮
吾
白
ロ
ヌ
を
さ
す
と
解
さ
れ
る
|
筆
者
〕
住

所
不
明
の
心
証
(
口
σmR2mCHMm)
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
申
請
人
を
含
め
て
何
者
か
が
相
手
方
当
事
者
の

住
所
を
実
際
に
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
般
的
に
適
用
さ
る
べ
き
規
定
を
編
成
す
る
と
こ
ろ
の
制

定
法
(
の

2
2
N
)
の
予
期
し
な
い
官
庁

z
z
n
E
S
)
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ま
ず
第
一
に
、
人
の
住
所
の
不
明
を
い
わ
ば
絶
対
的
に
官
官
三
三
)

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

確
定
す
る
手
段
は
存
し
な
い
。
つ
ぎ
に
、
法
的
安
定
性
な
か
ん
ず
く
判
決
の
必
要
的
不
可
取
消
性
|
|
法
律
が
そ
の
た
め
に
定
め
る
必
要
要
件
が
存
す

る
と
き
に
確
定
カ
あ
り
(
叶
R
y
g
w
B
E
m
)
と
し
て
現
わ
れ
、
終
局
妥
当
性
を
も
っ
て
(
巾
ロ
仏
m巴
巴
肉
)
当
事
者
間
に
権
利
(
河
巾
n
E
C
を
創
造
す
べ
き
も

の
ー
ー
は
、
右
の
必
要
要
件
が
充
足
さ
れ
て
あ
る
と
き
は
、
判
決
の
確
定
力
は
、
上
訴
提
起
期
間
経
過
後
に
|
|
し
か
も
数
年
後
に

l
l、
送
達
名
宛

人
の
住
所
が
一
般
に
な
か
ん
ず
く
公
示
送
達
申
請
人
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
公
示
送
達
の
許
容
の
要
件
が
実
際
に
は
充
足
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
証
拠
を
出
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
議
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
当
該
の
人
物
の
住
所

が
不
明
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
ど
ん
な
証
拠
が
必
要
で
あ
り
ど
ん
な
証
拠
で
十
分
で
あ
る
か
は
裁
判
所
の
自
由
裁
量
に
よ
り
決
定
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
(
以
上
傍
点
は
筆
者
が
つ
け
た
も
の
)
。

判
決
理
由
は
右
の
解
釈
は
立
法
の
経
過
か
ら
も
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
立
法
の
経
過
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
紹
介
は
省
略
す
る
。

判
決
理
由
は
つ
づ
け
る
。
離
婚
判
決
は
職
権
に
よ
り
送
達
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
(
当
時
の
新
条
文
第
六
二
五
条
)
。
よ
っ
て
、
公
示
送
達
の
要
件
の

存
在
を
職
権
に
よ
り
確
定
す
る
こ
と
は
公
示
送
達
を
指
示
す
る
受
訴
裁
判
所
の
仕
事
で
あ
る
。
当
事
者
追
行
(
匂
R
Z
5
2ユ
与
)
に
基
づ
き
当
事
者
が
惹

き
起
す
べ
き
公
示
送
達
の
た
め
に
当
事
者
が
送
達
名
宛
人
の
住
所
が
不
明
で
あ
る
こ
と
の
た
め
に
前
以
て
用
意
す
べ
き
証
拠
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
個
々

の
事
情
に
よ
り
、
後
に
な
っ
て
職
権
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
公
示
送
達
の
時
点
に
お
い
て
も
該
名
宛
人
の
住
所
が
不
明
で
あ
る
と
見
る
こ
と
の
た
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説

め
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
。
前
記
一
八
九

O
年
六
月
一
一
日
付
の

B
村
の
村
長
の
証
明
書
は
十
分
な
証
拠
で
あ
る
。
前
記
一
八
九
一
年
四
月

論

二
日
付
の

X
の
二
人
の
隣
人
の
証
明
書
を
こ
れ
に
加
え
て
勘
案
す
る
と
き
、
離
婚
判
決
の
言
渡
し
の
時
点
に
お
い
て
も

Y
の
住
所
は
な
お
不
明
で
あ
っ

た
と
見
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
客
観
的
に
(
。
立
巾
宮
一
〈
)
み
て
、
右
の
よ
う
な
証
拠
を

X
自
身
を
聴
聞
す
る
こ
と
な
く
十
分
で
あ
る
と
み
る
こ
と
は
適
当

で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
上
級
審
で
探
求
さ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
裁
判
所
の
自
由
な
裁
量
に
ぞ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

判
決
理
由
は
こ
の
よ
う
に
し
て

Y
の
控
訴
を
不
適
法
と
判
断
し
た
原
審
を
支
持
し
た
。
が
、
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。

Y
が
X
に
対
し
詐
術

(
白
円

m
-
E
-
m
g
〈
巾
『
宮
宮
川
口
)
を
理
由
と
し
て
河
巾
由
民

z
t
c
g
E同
問
。
〔
再
審
の
訴
え
の
一
つ
の
種
類
の
う
ち
の
原
状
回
復
の
訴
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
|
筆

者
〕
ま
た
は
損
害
賠
償
請
求
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
本
事
案
に
つ
い
て
は
説
明
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、
と
付
け
加
え
て
い

る

こ
の
判
決
は
、
離
婚
判
決
(
職
権
に
よ
り
送
達
さ
れ
る
)
に
つ
い
て
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
決
の
公
示
送
達
に
関
す
る
一
般
論
を
含
ん
で
い

る
。
公
示
送
達
が
手
続
上
取
舵
が
な
く
て
も
実
体
に
お
い
て
住
所
は
知
れ
て
い
た
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
の
評
価
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
残
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
判
決
は
公
示
送
達
申
請
人
の
詐
術
の
事
例
の
あ
り
う
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。
判
決
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
の
一
事
で
は
原
状

回
復
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
公
示
送
達
申
請
人
が
送
達
名
宛
人
の
住
所
を
実
際
に
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
救
済
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
で
は
、
判
決
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
不
可
避
事
故
に
よ
る
と
い
う
場
合
は
い
っ
た
い
存
す
る
の
か
。
ま
た
、
故
意
に
虚
偽
の

申
告
を
し
て
公
示
送
達
を
編
取
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
判
決
は
事
案
に
つ
い
て
踊
取
を
認
定
し
て
い
な
い
。

(

ハ

)

同

N
P
C

ュ・〈
-NH
】

Z
E
E
-少
』
当

zgw
品
弓
子
-
N
∞

夫
が
離
婚
の
訴
え
を
起
こ
し
た
。
請
求
棄
却
の
判
決
が
確
定
し
た
。
夫
は
居
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
グ
に
移
し
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
で

も
う
一
度
離
婚
の
訴
え
を
起
こ
し
た
。
夫
は
妻
の
居
所
が
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
訴
状
も
離
婚
判
決
も
公
示
送
達
に
よ
り
送
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達
さ
れ
た
。
被
告
妻
は
控
訴
を
提
起
し
原
状
回
復
を
求
め
た
。
原
状
回
復
は
与
え
ら
れ
た
。
問
。
は
控
訴
審
の
裁
判
を
支
持
し
て
夫
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

控
訴
審
が
、
事
案
に
民
訴
第
二
三
三
条
の
第
一
項
を
適
用
し
た
こ
と
、
被
告
が
不
可
避
事
故
に
よ
っ
て
離
婚
判
決
の
報
知
を
適
時
に
得
な
か
っ
た
と
見
た

こ
と
、
妻
が
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
に
居
住
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
夫
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
グ
に
居
を
移
し
て
そ
れ
に
よ
り
管
轄
裁
判

所
が
別
の
裁
判
所
に
な
っ
た
こ
と
を
不
可
避
事
故
と
み
た
こ
と
、
そ
の
他
を
支
持
し
た
。
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
に
居
た
の
で
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
裁
判

所
の
判
決
の
公
示
送
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
由
も
な
い
。
ニ
ュ
ル
ン
ペ
ル
グ
の
裁
判
所
が
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
不
可
避
事
故
で
あ
る
。
だ
か

ら
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
不
可
避
事
故
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
筋
道
で
あ
ろ
う
。
問
。
は
不
可
避
の
出
来
事
を
、
被
告
が
被
告
に

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

期
待
す
べ
き
最
大
の
合
理
的
な
注
意
深
き
に
よ
っ
て
も
予
防
す
べ
く
も
な
い
ま
た
は
そ
の
有
害
な
結
果
を
回
避
す
べ
く
も
な
い
よ
う
な
出
来
事
、
と
述

べ
て
い
る
。
な
に
人
に
も
帰
責
事
由
の
存
し
な
い
事
実
経
過
も
天
災
同
様
に
原
状
回
復
を
可
能
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
注
目
し
て
お
い
て
よ

ぃ
。
帰
責
事
由
の
観
念
と
客
観
的
事
実
経
過
の
観
念
が
同
一
の
現
象
に
お
い
て
結
合
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

(
三
右
に
見
た
よ
う
に
、
離
婚
判
決
の
公
示
送
達
の
時
点
に
お
い
て
原
告
が
被
告
の
住
所
を
実
際
に
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
そ
れ
だ
げ
で
は
「
不

可
避
事
故
L

に
該
当
し
な
い
(
問
。
∞
仏
・
呂
田

-
N
S
L巧
s
o
d
-
E叶
一

Z
円・

ω∞
)
。
「
不
可
避
事
故
」
が
存
し
な
い
場
合
に
は
河
の
は
原
状
回
復
を
認
め
な

い
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
』
者

E
2・
E叶
Z
吋・

ω∞
は
、
当
事
者
が
主
張
し
な
か
っ
た
の
で
不
問
に
付
し
た
点
を
二
つ
あ
げ
て
い
る
。
①
裁
判
所
掲
示
版

に
貼
ら
れ
た
判
決
に
つ
き
認
識
を
も
つ
べ
き
可
能
性
が
被
告
か
ら
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
原
告
が
訴
状
の
提
出
及
び
公
示
送
達
の
獲
得
の
さ
い
に
被

告
を
困
惑
さ
せ
る
(
目
コ
巾

S
F
E口
問
)
こ
と
を
計
算
し
た
な
ん
ら
か
の
挙
行
を
な
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
不
実
の
申
立
て
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
か
否
か
は
い

ま
ひ
と
つ
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
実
が
主
張
さ
れ
立
証
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
不
可
避
事
故
に
該
当
す
る
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
ホ
)
原
状
回
復
の
要
件
が
「
不
可
避
事
故
に
よ
っ
て
」
か
ら
寸
帰
責
事
由
な
し
に
L

に
変
っ
た
こ
と
は
、
客
観
的
事
実
か
ら
主
観
的
事
情
に
変
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
帰
責
事
由
は
故
意
ま
た
は
過
失
で
あ
る
。
要
す
る
に
原
状
回
復
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
意
識
的
に
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
(
以
上
、

ωz-ロ・
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説

旬。口問印
N
O

〉
口
出

-
E∞
品
明
日
ωω
〈
岡
山
内
同
再
出
)
。
そ
う
す
る
と
判
決
の
送
達
の
不
知
を
理
由
と
す
る
原
状
回
復
に
は
送
達
の
不
知
に
つ
き
帰
責
事
由
が
な

い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
判
決
の
公
示
送
達
の
不
知
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
(
向
上
、

mNωω
冨
河
内
田
口
円
品
∞
同
)
。
公
示
送
達
を
不
可

論

避
事
故
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
公
示
送
達
の
不
知
の
場
合
に
も
原
状
回
復
が
与
え
ら
れ
る
(
向
上
)
。
虫
色
ロ
・
』
O
D
B
前
掲
は
∞
の
国

Z
』
巧
呂
町
戸

E
0
0
1
∞
の
出
N
N印
L
H
を
引
用
す
る

(N2-巾
F
N
E
)
毘
〉
ロ
己
申
Nωω

∞
-
m
S
も
同
趣
旨
)
。
こ
の
判
決
は
、
離
婚
訴
訟
に
お
い
て
訴
え
と
呼
出
し
と

離
婚
判
決
と
が
公
示
送
達
さ
れ
た
(
原
告
は
ド
イ
ツ
在
、
被
告
女
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
在
)
の
に
対
し
原
状
回
復
を
与
え
た
こ
と
を
支
持
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
三
三
条
第
一
項
の
適
用
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
離
婚
訴
訟
に
お
い
て
は
被
告
が
公
示
送
達
に
よ
り
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
(
ド
民
訴
六
一
八
条

三
項
)
、
被
告
不
出
頭
の
ま
ま
離
婚
判
決
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
離
婚
判
決
は
し
か
し
欠
席
判
決
で
は
な
い
(
同
条
第
四
項
参
照
)
。
だ

が
、
欠
席
判
決
に
準
ず
る
べ
き
も
の
と
扱
う
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
。
』
巧

5
2・
h
c
Z吋
-
N
∞
と
異
な
り
、
国
巾
ロ
玄
関
は
、
右
の
ご
と
き
一
方
的
な
離

婚
判
決
の
場
合
に
は
欠
席
判
決
の
場
合
に
準
じ
て
第
二
三
三
条
第
二
項
の
類
推
適
用
を
認
め
て
こ
れ
に
対
す
る
回
目
耳
E
Y
の
期
間
の
憐
怠
か
ら
の
回

復
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
缶
百
芯
ヨ
仏
2
骨
E
R
7
2
N守
口
胃
O
N
B
匂
R

Z印
刷
口
N
E
M
-
筆
者
が
見
た
の
は
一
九
一
一
一
年
版
第
一
巻

五
四
九
頁
。
第
一
巻
初
版
は
一
九

O
二
年
)
。
巧
芯
R

R
岳

5
日
は
い
う
。
第
二
三
三
条
第
二
項
の
根
拠
は
な
に
か
。
当
事
者
が
不
当
な
や
り
方
で
不
意

打
ち
を
し
こ
の
不
意
打
ち
(
口
σ巾円
E
R
Y
C口
問
)
の
結
果
欠
席
裁
判
が
な
さ
れ
こ
れ
が
送
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
〔
か
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
救
済
さ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う

l
筆
者
補
〕
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
事
者
が
一
回
で
も
弁
論
を
し
た
と
き
は
訴
訟
係
属
を
知
っ
て
い
る
か
ら
正
常
な

手
続
に
お
い
て
は
起
り
得
な
い
。
第
二
三
三
条
第
二
項
か
ら
罪
な
き
不
意
打
ち
は
防
護
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
抽
出
す
る
な
ら
ば
、
第
二
三

三
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
も
公
示
送
達
の
罪
な
き
(
凹
n
F
E
E
-
g巾
)
不
知
の
た
め
に
右
の
命
題
規
範
を
排
斤
す
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
公
示
送

達
(
及
び
補
充
送
達
も
)
の
罪
な
き
不
知
は
庇
護
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
い
う
(
明
白
ω
開
)
。
こ
れ
は
、
法
条
(
た
と
え
ば
同
条
第
二

項
)
の
具
体
的
規
範
を
基
礎
づ
け
る
一
般
的
な
法
規
範
に
立
戻
り
そ
こ
か
ら
再
出
発
し
て
法
条
(
た
と
え
ば
同
条
第
一
項
)
の
具
体
的
規
範
意
味
を
文
言

形
式
の
も
つ
意
味
よ
り
も
拡
げ
た
も
の
で
あ
る
。
∞
の
出
N
N印
・
ロ
は
第
二
三
三
条
第
二
項
か
ら
巧
ぽ
n
N
O
『巾
W

が
抽
出
し
た
よ
う
な
判
決
に
よ
る
罪
な
き

北法38(5-6・II・394)1744



不
意
打
ち
に
対
し
原
状
回
復
が
与
え
ら
れ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
は
取
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
対
立
は
第
二
三
三
条
の

条
文
が
改
正
さ
れ
て
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
雲
散
霧
消
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ωz-ロ・』。ロ
2
3
0
〉
丘
一
・
)
や
N
2
-
R
(
民
〉
ロ
巴
・
)
が
切
の
国
N
N印・

ロ
を
不
可
避
事
故
に
よ
る
公
示
送
達
の
不
知
の
場
合
に
原
状
回
復
を
許
す
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
右
列
。
の
考
え
方
か
ら
す

れ
ば
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
原
状
回
復
を
許
し
た
か
ら
に
は
|
|
判
決
理
由
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
|
l
I
不
可
避
事
故
の
存
在
を
認
め
た
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
判
例
を
新
し
い
文
言
の
第
二
三
三
条
の
適
用
の
例
と
し
て
、
不
可
避
事
故
に
よ
る
公
示
送
達
の
不
知
の
事
例
と
い
う
形
で
一
例
の
中
に
加

え
た
と
い
う
こ
と
は
、
受
送
達
者
の
不
知
に
故
意
過
失
(
帰
責
事
由
)
が
な
く
そ
の
結
果
不
変
期
聞
が
悔
怠
さ
れ
た
例
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
∞
の
出
は
右
事
案
の
当
時
す
で
に
第
二
三
三
条
が
現
行
の
新
条
文
に
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
右
の
よ
う
な
理
由
で
原
状
回
復
を
認
め
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
不
可
避
事
故
と
い
う
要
件
自
体
が
当
事
者
に
と
っ
て
は
故
意
過
失
に
非
ざ
る
事
由
と
い
う
要
件
と
異
な
る
も
の
で
は
な

く
、
前
者
が
後
者
よ
り
も
当
事
者
を
救
済
す
る
の
に
は
よ
り
狭
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
切
の
出
N
N印
w

戸
の
事
案
に
お
い
て
は
、
公
示
送
達
の
あ
っ

た
一
九
五
四
年
二
一
月
一
一
日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
定
住
し
て
い
た
こ
と
が
不
可
避
事
故
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
調
べ
て
み
た
結
果
、
正
常
な
公
示
送
達
で
は
な
く
不
実
の
申
立
て
に
基
づ
き
踊
取
さ
れ
た
公
示
送
達
に
よ
る
不
変
期
間
の
僻
怠
か
ら

の
救
済
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
分
れ
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
第
二
三
三
条
に
よ
り
救
済
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
外
国
人

た
る
筆
者
に
は
ま
だ
で
き
な
い
。
た
だ
い
え
る
こ
と
は
、
不
可
避
事
故
に
該
当
す
る
事
実
が
存
し
な
く
て
も
、
申
請
人
の
詐
術
の
ご
と
き
こ
と
に
よ
り
送

違
名
宛
人
が
公
示
送
達
さ
れ
た
判
決
を
知
る
可
能
性
を
奪
わ
れ
た
場
合
に
は
送
達
名
宛
人
の
救
済
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
で
は
救
済
の
方
法
は
第
二
三
三
条
の
ほ
か
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

そ
こ
で
、
再
審
の
訴
え
の
方
法
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
な
い
し
は
判
例
が
存
す
る
か
否
か
を
調
べ
て
み
る
。
再
審
の
訴

え
に
は

Z
-
n
z
-
m
w
a
z
w
g
m
m
と
河

g
z
g広
。
ロ

mEmmm
と
が
あ
る
。

10 (イ

)
z
k
y
z
m
w
g仲
間

E
由
民
巾
に
つ
い
て
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説

O
E
u
p
g
w
E
3
∞g
n
z
z
g
〈・∞

H
0
・
5
印由

(
Z』
者
邑
印
戸

ω
ミ
Z
円
・
口
)
を
ま
ず
紹
介
す
る
。

一
九
四
七
年
二
月
二
七
日
、

L
地
裁
は
、
当
時

人
と
も
ソ
ビ
エ
ト
・
ゾ
l
ン
に
居
住
し
て
い
た
原
告
X
と
被
告
Y
女
の
婚
姻
に
つ
き
、

Y
の
訴
え
に
基
づ
き
、
離
婚
判
決
を
し
、
こ
れ
が
確
定
し
た
。
訴

論

え
も
、
呼
出
し
も
、
離
婚
判
決
も

X
に
公
示
送
達
さ
れ
た
。
そ
の
後
X
も
Y
も
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
引
越
し
た
。

X
は
Y
を
相
手
方
と
し
て

X
の
住
所

地
を
管
轄
す
る

W
地
裁
に
、
公
示
送
達
は
許
す
べ
き
で
な
か
っ
た
と
の
理
由
で
、

z
n
z
-
m
w巾
-gwgmm
を
起
こ
し
た
。

W
地
裁
は
、
管
轄
を
認
め
た
が
、

民
訴
第
五
七
九
条
第
一
項
第
四
号
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
控
訴
院
は
こ
れ
を
支
持
し
た
。
理
由
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。
公
示
送
達

の
要
件
が
存
し
な
か
っ
た
、

Y
は
公
示
送
達
を
編
取
し
た
、
公
示
送
達
は
定
め
ら
れ
た
と
お
り
に
公
示
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
は
民
訴
法
第
五
七

九
条
第
一
項
第
四
号
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
法
律
上
の
代
理
の
欠
紋
が
存
在
す
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
(
こ
の
点
判

例
⑩
と
同
旨
)
。
右
第
四
号
の
場
合
に
は
追
認
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
が
、
送
達
に
関
す
る
法
規
に
違
反
し
た
公
示
送
達
に
つ
い
て
は
追
認
と
い
う
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
再
審
の
訴
え
は
例
外
的
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
だ
か
ら
と
い
っ
て
類
推
適
用
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
(
こ
の
点

は
判
例
⑩
よ
り
も
き
め
が
こ
ま
か
い
)
。
け
れ
ど
も
、
例
外
法
規
に
つ
き
な
お
類
推
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
例
外
法
規
の
根
底
に
ひ
と
つ
の
よ
り
狭
い

原
理
が
存
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
例
外
法
規
の
類
推
は
こ
の
原
理
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
民
訴
法
第
五
七
九
条
の
根
底
に
あ
る
よ
り
狭
い
原
理
が
あ
る

な
ら
ば
そ
れ
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、

Z
R宮町
m
w
a
g
E白
mm
に
よ
り
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
裁
判
所
が
前
訴
訟
の
手
続
に
お
い
て
看
過
し
た
重

大
な
(
凹
門
町
当
常
巾
)
手
続
殺
庇
屯
5
8
8
5間
口
問
巾
]
)
の
み
で
あ
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
本
案
訴
訟
に
お
い
て
中
間
判
決
に
よ
り
す
で
に
明
示
的
に
否

定
さ
れ
た
手
続
殺
庇
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、

L
地
裁
は
公
示
送
達
を
そ
の
要
件
を
審
査
し
た
の
ち
一
つ
の
特
別
の
決
定
に
よ
り
明

示
的
に
許
可
し
た
。
も
し

Z
W
Z円
mw包
g
w
z
m巾
を
許
す
な
ら
ば

L
地
裁
の
法
見
解
を
そ
の
裁
判
の
確
定
カ
が
生
じ
た
後
に
な
お
事
後
審
査
に
服
せ
し
め

る
こ
と
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
は
再
審
の
趣
旨
に
叶
わ
な
い
。
よ
っ
て
第
五
七
九
条
第
一
項
第
四
号
の
類
推
適
用
は
排
斤
さ
れ
る
。

こ
の
判
決
理
由
と
判
例
⑩

(
1
(
ホ
)
)
及
び
判
例
⑮

(
1
(
ヲ
)
)
の
理
由
と
を
比
べ
る
と
後
者
の
ほ
う
が
粗
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
判
決

の
射
程
距
離
は
し
か
し
ど
う
な
の
か
。
公
示
送
達
の
編
取
が
あ
っ
た
と
い
う
主
張
は
あ
っ
た
が
こ
れ
を
認
定
し
て
い
な
い
判
決
な
の
で
あ
る
。
公
示
送
達
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の
法
的
安
定
の
要
請
と
重
大
な
手
続
暇
庇
か
ら
の
救
済
の
要
請
は
公
示
送
達
の
踊
取
に
お
い
て
ま
さ
に
正
面
衝
突
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
判
決
は
こ
の
点
に
深
入
り
し
て
い
な
い
。
あ
っ
さ
り
と
、
臨
取
の
場
合
を
も
、
公
示
送
達
の
要
件
の
不
存
在
の
一
場
合
と
し
、
こ
れ
を
、
重
大
な
手
続

閣
制
庇
に
該
ら
な
い
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

L
地
裁
の
許
可
が
手
続
上
最
庇
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
手
続
の
面
に
お
い
て
の
み
そ
う
で
あ
る

の
で
あ
る
。
踊
取
は
実
体
の
面
に
お
い
て
許
す
べ
か
ら
ざ
る
回
収
庇
を
手
続
に
付
着
せ
し
め
る
。
手
続
に
お
い
て
回
収
疲
が
な
い
こ
と
は
と
う
ぜ
ん
に
は
実
体

に
お
け
る
醸
庇
を
覆
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
な
お
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
ロ
)
こ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
控
訴
院
判
決
を
、

ω門町巧白
σ
(同
ω
〉
ロ
出
)
も

ω
Z
Z・守口白
(
N
O

〉
口
出

-
C
E
E
W可
)
も
公
示
送
達
の
要
件
が
あ
る
こ
と
な

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

く
し
て
公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
こ
と
は

z-n宮
-
m
w
a
u
r
s
m巾
の
事
由
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
自
説
の
補
強
の
た
め
に
引
用
す
る
。

N
g
z
m司
会

ω
〉
口
出
・

ωny口
弘
常
吋
)
も
同
じ
で
あ
る
が
、

Nα--2
は
編
取
さ
れ
た
(
巾
g
n
z
z
n
y
g巾
)
公
示
送
達
と
明
示
し
た
う
え
で
な
お
同
旨
で
あ
る
お
・
ロ

S
U・
ω・
5
8

品
)
の
上
か
ら
二
行
目
の
会
可
申
》
は
明
日
き
の
誤
植
で
あ
ろ
う
)
。

(ハ

)
Z
R
Z
-
m
w巴
Z
E担
問
巾
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
再
審
に
よ
る
救
済
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
当
然
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で

mg-

円

-zz。ロ∞
E
白
mm
に
つ
い
て
調
べ
る
。

公
示
送
達
の
騎
取
ま
た
は
判
決
の
編
取
が
問
自
己

zz。
5
E担
問
巾
の
原
因
(
第
五
八

O
条
第
一
項
第
四
号
)
で
あ
り
う
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る

(
切
出
己
ヨ
σEny‘戸田戸
MHqσ
国
門
町
立
〉
口
出
・
叩
印
∞
。

M-U-

一ω
g
s
l】。口出田
N
O

〉
氏
-
-
m
日∞
CHH
品
σ
一N
g
r
w叶
広
〉
ロ
2
・m
日
∞
。
ロ
串
)
)
。
そ
れ
は
、
し
か
し
、

刑
事
裁
判
手
続
に
よ
り
公
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
べ
き
行
為
(
第
五
八

O
条
第
一
項
第
四
号
旧
条
文
)
と
し
て
、

つ
ま
り
可
罰
行
為

(ω
可
阻
止
三
同
条

同
項
同
号
現
条
文
)
と
し
て
ど
う
い
う
種
類
の
も
の
か
。
刑
法
第
二
六
三
条
の
行
為
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
切
白
ロ
ヨ

σ
R
y
a
T
E芯
号
R
F
t
〉口出・

5
E・)。

そ
れ
は
∞
2
2
m
(詐
欺
)
で
あ
る
。
判
決
の
公
示
送
達
を
編
取
し
も
っ
て
確
定
判
決
を
騎
取
し
た
こ
と
が
詐
欺
罪
に
問
わ
れ
有
罪
判
決
が
確
定
し
も
っ

て
河
虫
色
吉
昨
日
。
B
w
g
m巾
が
認
容
さ
れ
た
と
い
う
判
決
例
を
引
用
し
た
文
献
を
筆
者
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
切
の
国

C
2・4
・
a
O
R
Z
Z吋
邑
戸
(
∞
の
出
N
印戸

呂
∞
)
は
編
取
し
た
債
務
名
義
に
基
づ
く
強
制
執
行
に
対
し
他
の
利
害
関
係
あ
る
債
権
者
が
許
す
べ
か
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
(
民
法
第
二
四
二
条
参
照
)
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説

を
配
当
異
議
訴
訟
に
お
い
て
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。

〔
事
件
の
経
過
〕

X
及
び

Y
(
ペ
ル
シ
ャ
の
銀
行
)
は
イ
ラ
ン
人
じ
ゅ
う
た
ん
商
人
G
の
債
権
者
。

G
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
じ
ゅ
う
た
ん
の
販
売
。

論

Y
は
一
九
六
二
年
一
月
一
一
一
日
に

G
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
差
し
押
え
た
。

X
は
一
九
六
三
年
五
月
一
四
日
に
同
じ
く
差
押
え
を
し
た
。
じ
ゅ
う
た
ん
は
競
売

に
付
さ
れ
売
得
金
が
得
ら
れ
た
。
区
裁
判
所
の
配
当
案
に
よ
れ
ば

Y
が
X
に
先
き
立
ち
こ
の
売
得
金
か
ら
満
足
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

X
は
配
当
異

議
の
訴
え
を
起
こ
し
(
民
訴
第
八
七
八
条
)
X
の
債
権
が

Y
の
そ
れ
に
先
立
つ
よ
う
配
当
案
を
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

Y
は
債
務
名
義
を
、
欠
席
判

決
を
そ
し
て
判
決
の
公
示
送
達
の
許
可
を
、
故
意
の
不
正
の
申
立
て
に
よ
り
騎
取
し
た
と

X
は
主
張
し
た
。

Y
は
Y
が
公
示
送
達
の
許
可
を
得
た
と
き
G
の
住
所
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
裁
は

X
の
こ
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
控
訴
審
に
お
い
て
、

Y
は
G
の

総
代
理
人
に
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
判
決
の
公
示
送
達
の
許
可
を
得
た
、
と

X
が
主
張
し
た
。
控
訴
審
は
つ

ま
る
と
こ
ろ

X
の
請
求
を
認
容
し
配
当
案
を

X
の
債
権
が

Y
の
債
権
に
先
立
つ
よ
う
に
変
更
し
た
。

Y
の
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

〔
判
決
理
由
か
ら
〕
控
訴
審
の
理
由
づ
け
の
す
べ
て
が
正
当
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。

執
行
の
要
件
と
し
て
の
債
務
名
義
の
送
達
(
民
訴
第
七
五

O
条
)
に
つ
い
て

債
務
名
義
の
公
示
送
達
の
編
取
は
差
押
え
の
執
行
法
上
の
取
庇
と
は

な
ら
な
い
。
差
押
え
の
執
行
法
上
の
取
庇
は
方
法
異
議
(
民
訴
第
七
六
六
条
)
に
よ
り
答
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
法
異
議
は
た
ん
に
執
行
機
関
の

手
続
に
関
す
る
に
止
ま
る
。
公
示
送
達
が
踊
取
さ
れ
た
と
き
で
も
執
行
機
関
の
手
続
は
そ
の
規
則
に
叶
っ
て
い
る
。
け
だ
し
、
債
務
名
義
は
債
務
者
に
送

達
さ
れ
た
。
そ
の
送
達
自
体
は
手
続
法
上
文
句
の
つ
け
よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
民
訴
第
二

O
三
条
に
定
め
る
手
続
が
と
ら
れ
て
い
た
。
原
告
の
主
張

に
よ
れ
ば
、
公
示
送
達
の
許
可
が
虚
偽
の
申
告
に
基
づ
き
与
え
ら
れ
た
点
に
送
達
の
毅
疲
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
送
達
は
こ
の
一
事
に
よ
り
ロ
ロ
呈
『
W
E
B

(
無
効
)
と
は
な
ら
な
い
。
公
示
送
達
の
許
可
は
一
つ
の
裁
判
所
の
裁
判
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
は
裁
判
所
が
認
め
た
許
可
の
要
件
が
実
際
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
(
問
。

N
g
w
N
S
-
N
E
一
2
・
ω
g・
8ω
一
ω
Z
Z
l』
。
口
問
印
可

oyzwNHM0・
5
〉
丘
-
ニ
叩

N
E
〉
ロ
ヨ
・
ロ

ω)
。
こ
の
こ
と
は
|
|
控
訴
審
の
見
解
と
は
反
対
に
|
|
許
可
が
詐
術
を
用
い
て
故
意
の
虚
偽
の
申
告
に
よ
っ
て
踊
取
さ
れ
た
場
合
に
も
通
用
す
る
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(
列
。

g
o
一回吉田

g
g司
m
p
F
4司白ダ

N
-
i
q
g
N
m
g
z
n
F
E
〉
色
・
ム
吋
印
回
目
品

σ
一巧目。

n
N
R巾
wwNHν0・
官
。
品
〉
ロ
ヨ
・
〉
口
円
品
一
理
由
を
付
し
な

い
別
の
見
解
盟
巾
宮
山

o
E
m
七
o
E巾
2
0・一∞
25σ
白
ny'F田口宮司
V
R
-
f
N回以
0
8
〉

zp
目
E
5
2ロ
m
N
〈
O
吋
官
。
ω
)
。
け
だ
し
裁
判
所
の
裁
判
は
国

家
主
権
行
為
と
し
て
原
則
と
し
て
関
係
人
の
上
訴
に
基
づ
き
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
の
間
有
効
で
あ
る
。
当
該
許
可
の
取
消
し
は
爾
来
な
さ
れ
て
い
な
い
。

公
示
送
達
の
許
可
の
言
渡
し
に
対
し
て
は
法
的
救
済
は
存
し
な
い
か
ら
許
可
の
取
消
し
は
期
待
す
べ
く
も
な
い

(ω
芯
宮
・

τロ
自
白
句
。
匡
巾
白
血
O

〉
ロ
ヨ
・
口

品
)
。
か
く
て
、
被
告
Y
が
も
た
ら
し
た
差
押
え
に
は
執
行
法
上
の
回
収
庇
は
付
着
し
な
い
。

Y
が
債
務
名
義
の
送
達
(
民
訴
法
第
七
五

O
条
)
を
踊
取
し
た
と
い
う
こ
と
は
強
制
執
行
の
要
件
の
一
つ
を
不
誠
実
な
や
り
か
た
で
も
た
ら
し
た
こ
と

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

で
あ
る
。
彼
の
差
押
質
権
ま
た
は
少
く
と
も
そ
の
順
位
は
法
悪
用
の
行
為
に
基
づ
く
。
権
利
を
悪
用
し
て
取
得
し
た
法
的
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
に
対
し

て
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
(
何
百
者
自
己

b
q
g
Nロ
g
z
-
m
g
m
R
Y
Z吉
田
口
σEm-
民
法
第
二
四
二
条
参
照
。
民
法
二
四
二
条
か
ら
こ
の

抗
弁
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
筆
者
)
が
対
抗
す
る
〔
信
義
誠
実
に
反
す
る
と
い
う
抗
弁
と
い
う
こ
と
か
筆
者
〕
。

こ
の
原
則
は
手
続
法
に
お
い
て
も
通
用
す
る
。
原
告
X
は
い
わ
ゆ
る
権
利
悪
用
的
に
被
告
Y
が
得
た
と
こ
ろ
の
よ
り
よ
き
順
位
に
よ
り
害
を
受
け
た
の

で
あ
る
か
ら
、

X
は
Y
に
対
し
て
配
当
異
議
の
訴
え
で
も
っ
て
権
利
悪
用
の
抗
弁
を
対
抗
さ
せ

Y
に
先
立
っ
て
売
得
金
か
ら
満
足
を
受
け
る
こ
と
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

11 

以
上
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
を
勘
案
す
る
と
き
、
問
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
故
意
の
虚
偽
の
申
告
に
よ
る
判
決
の
公
示
送
達
の
踊
取

に
基
礎
を
置
く
利
益
を
認
め
な
い
こ
と
に
は
争
い
が
な
い
と
し
て
、
そ
の
機
会
と
手
続
を
ど
の
よ
う
に
認
め
る
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
具
体
的
な
事
例
に
則
し
た
解
決
の
判
決
例
が
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
存
す
る
か
。
な
お
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
に
お

い
て
、
故
意
の
虚
偽
の
申
告
、
い
い
か
え
れ
ば
不
実
の
申
立
て
に
よ
る
判
決
の
公
示
送
達
の
踊
取
|
|
こ
の
こ
と
が
生
ず
る
か
否
か
、
こ
の
こ

と
が
ど
う
い
う
経
過
で
生
ず
る
か
は
公
示
送
達
の
制
度
及
び
そ
の
運
用
の
実
際
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ
う
で

あ
る
こ
と
は
別
と
し
て
|
|
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
が
下
さ
れ
ど
の
よ
う
な
救
済
手
段
が
与
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説

え
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
ま
だ
行
な
っ
て
い
な
い
。
与
え
ら
れ
た
紙
数
は
大
巾
に
越
え

た
。
そ
こ
で
右
の
作
業
及
び
そ
の
結
果
報
告
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
、
日
本
と
西
ド
イ
ツ
の
比
較
だ
け
か
ら
さ
し
あ
た
り
ど
う
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
を
ま
と
め
て
本
稿
の
テ
!
マ
の
中
間
的
の
ま
と
め
と
し
よ
う
。

論

お
わ
り
に

1 

公
示
送
達
の
要
件
は
二
種
を
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
住
所
不
明
」
等
と
い
う
実
体
的
要
件
と
申
立
て
に
基
づ
き
裁
判
長
が
許
可

し
て
裁
判
所
書
記
官
が
裁
判
所
の
掲
示
物
に
貼
付
す
る
な
ど
の
手
続
的
要
件
と
で
あ
る
。

公
示
送
達
の
実
体
的
要
件
を
欠
く
公
示
送
達
に
つ
い
て
は
そ
の
効
力
を
認
め
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
暇
庇
あ
る
行
為
に
つ
い

2 
て
の
評
価
は
通
常
は
「
取
消
し
う
べ
き
で
あ
る
」
ま
た
は
「
無
効
で
あ
る
L

で
あ
る
。
日
本
で
も
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
公
示
送
達
の
効

力
が
発
生
し
た
以
上
は
そ
の
取
消
し
は
認
め
ら
れ
ず
当
然
無
効
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
公
示
送
達
の
取
消
し
を
求
め
る
独
立
の
手
続
は
存

し
な
い
。
公
示
送
達
の
効
力
を
覆
え
す
こ
と
は
|
|
不
変
期
間
の
起
算
点
を
変
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
|
|
法
的
安
定
性
を
害
す
る
こ
と
甚

だ
し
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

〔
西
ド
イ
ツ
で
は
、
裁
判
所
が
実
施
す
る
公
示
送
達
は
国
家
主
権
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
当
然
無
効
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
が

払山

7
G
。
切
の
国
N
印

F
H
S
・
国
家
主
権
を
法
律
上
の
も
の
と
し
て
の
み
で
は
な
く
政
治
上
の
統
治
権
力
と
し
て
と
ら
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
行
為
を
法
的

に
と
ら
え
こ
れ
に
法
的
規
制
を
加
え
る
と
き
に
は
、
行
為
が
主
権
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
行
為
に
無
効
な
し
を
導
く
の
は
ひ
と
つ
の
短
絡
で
あ
る
。
国
家

主
権
は
民
意
に
基
づ
く
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
と
き
は
、
私
生
活
関
係
を
律
す
る
公
役
務
に
従
事
す
る
司
法
権
機
関
の
行
為
は
公
役
務
の
要
件
を
欠

く
と
き
は
人
民
に
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
〕
。
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3 

実
体
的
要
件
を
欠
く
公
示
送
達
も
そ
れ
自
体
が
当
然
に
無
効
で
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
に
お
い
て
は
、
な
お
二
つ
の
こ
と
、

ひ
と
つ
は
「
住
所
不
明
」
か
否
か
の
判
断
が
裁
判
長
の
裁
量
に
委
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

公
示
送
達
自
体
の
法
的
安
定
性
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
要
件
欠
棋
の
公
示
送
達
に
よ
り
害
を
受
け
た
者
は
救
済
さ
る
べ
き

が
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

不実の申立てに基づく公示送達を受けた者の救済について

「
住
所
不
明
」
か
否
か
の
判
断
が
裁
判
長
の
裁
量
に
委
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
三
つ
の
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
①

裁
量
行
為
に
は
取
消
・
無
効
は
原
則
と
し
て
存
し
な
い
。
②
裁
量
に
委
さ
れ
る
反
面
「
住
所
不
明
」
の
判
断
は
適
確
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
③
裁
量
的
判
断
の
素
材
は
客
観
的
な
も
の
で
足
り
る
か
、
公
示
送
達
申
請
人
の
|
|
送
達
名
宛
人
の
住
所
に
つ
い
て
の
|
|
主
観

的
知
不
知
を
も
素
材
と
す
べ
き
か
。
こ
の
③
の
問
題
に
つ
い
て
、
申
請
人
が
送
達
名
宛
人
の
住
所
を
知
っ
て
い
た
(
ま
た
は
知
る
こ
と
が
で

き
た
は
ず
で
あ
っ
た
)
場
合
に
つ
い
て
の
評
価
が
、
日
本
の
判
例
(
た
と
え
ば
判
例
⑮
)
で
は
上
訴
の
追
完
を
許
す
方
向
に
お
い
て
行
わ
れ
る

4 
の
に
対
し
西
ド
イ
ツ
の
判
例
(
た
と
え
ば
列
。

N
S
-
N
S
)
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
は
働
か
な
い
。
こ
の
違
い
の
背
景
に
、
日
本
の
実
務

で
は
「
住
所
不
明
」
と
判
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
た
め
の
「
住
所
不
明
」
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
方
法
の
種
類
が
安
定
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
に
対
し
、
西
ド
イ
ツ
の
実
務
に
お
い
て
は
こ
れ
が
安
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
こ
の
西
ド
イ
ツ
の
客
観
的
証
拠
に
よ
る
住
所
不
明
の
判
断
の
な
か
に
、
公
示
送
達
申
請
人
の
主
観
的
な
「
実
際
に

は
住
所
を
知
っ
て
い
た
こ
と
L

が
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
た
ん
に
知
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
と
故
意
に
虚
偽
の
申
告
を
し
た
こ
と
と
を
分
別
し
て
い
る
む
き
も
な
い
で
は
な
い
。

5

「
住
所
不
明
」
と
い
う
要
件
を
欠
い
た
公
示
送
達
に
よ
り
被
っ
た
害
か
ら
送
達
名
宛
人
を
救
済
す
る
方
法
と
し
て
訴
訟
行
為
の
追
完
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
判
決
の
公
示
送
達
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
帰
責
事
由
が
な
い
こ
と
が
追
完
を
許

す
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
公
示
送
達
申
請
人
が
送
達
名
宛
人
の
住
所
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
日
本
の
判
例
(
た
と
え
ば
判
例
⑮
)
に
お
い
て
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説

は
送
達
名
宛
人
に
不
変
期
間
不
道
守
に
つ
き
帰
責
事
由
が
な
い
こ
と
の
一
例
と
さ
れ
る
が
、
西
ド
イ
ツ
の
判
例
(
た
と
え
ば

E
U
N
S
-
自
由
)

に
お
い
て
は
そ
れ
だ
け
で
は
帰
責
事
由
の
有
無
に
関
係
す
る
に
至
ら
な
い
。

6

送
達
名
宛
人
の
住
所
を
公
示
送
達
申
請
人
が
知
っ
て
い
な
が
ら
判
決
の
公
示
送
達
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
ツ
の
判
例

に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
つ
き
詐
欺
罪
と
し
て
有
罪
の
確
定
判
決
が
あ
っ
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
を
分
別
し
、
前
者
の
場
合
に
は
再
審
の

訴
え
に
よ
る
救
済
を
認
め
後
者
の
場
合
に
は
上
訴
の
追
完
を
も
認
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
踊
取
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い

う
こ
と
に
で
は
な
く
、
確
定
有
罪
判
決
(
裁
判
所
の
確
定
的
な
判
決
)
が
あ
っ
た
か
否
か
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
民
事
判
決
の
理
由
中

論

(
踊
取
が
詐
欺
罪
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
)
判
断
に
よ
っ
て
判
決
の
(
公
示
送
達
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
)
確
定
力
の
法
的
安
定

は
軽
々
し
く
破
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
西
ド
イ
ツ
の
判
例
は
踊
取
を
黙
認
し
て
い
る
の
で

のは
な
い
。
踊
取
に
よ
り
獲
得
し
た
と
こ
ろ
の
法
的
地
位
を
そ
の
地
位
に
基
づ
く
権
利
行
使
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
否
定
す
る
こ
と
は
行

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
手
続
の
安
定
と
い
う
価
値
を
徹
底
的
に
実
現
す
る
反
面
、
実
体
(
権
利
の
行
使
)
の
面
に
お
い
て
法
的
妥
当
性
の

に
お
い
て
は
西
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
右
の
よ
う
な
よ
く
事
物
を
分

実
現
を
は
か
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
判
例
(
な
い
し
は
学
説
)

別
し
た
解
釈
は

l
l
筆
者
の
知
る
限
り
に
お
い
て
は

l
i
l
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
西
ド
イ
ツ
流
の
考
え
方
が
最
善
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
踊
取
が
詐
欺
罪
に
該
ら
な
い
場
合
で
も
ー
ー
ま
た
は
詐
欺
罪
に
該
る
が
有
罪
の
確
定
判
決
が
な
い
場
合
で
も
|
|
踊
取
し
た

確
定
判
決
に
よ
る
法
的
な
実
体
法
上
の
ま
た
は
執
行
法
上
の
地
位
を
認
め
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
判
決
の
取
消
し
と
い
う
手
続
的
救
済
を

し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
手
続
及
び
手
続
法
上
の
効
果
を
安
定
さ
せ
る
か
わ
り
に
、
救
済
を
権
利
の
存
在
ま
た
は
そ
の
実
現
と
い
う
実
体
の
面

に
お
い
て
図
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
手
続
の
安
定
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
衡
量
す
る
か
が
ひ
と
つ
の
問
題
で
あ
る
。
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